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１、堅物な女












「やぁっ！　駄目ぇ！」

「これ嫌？　気持ち悪い？」

「嫌じゃ……ない」

　それどころか気持ち快よすぎて困るのだ。

　全身の血液が逆流する……とはこういうことをいうのだろうか。

　頭がのぼせて沸騰して、思考回路がショートする。

　快感の逃がし方さえ知らない私は、身体を貫く刺激をダイレクトに受け止め身悶える。

「ん……っ、あんっ！」

　――今の声……私!?

　鼻にかかった甘ったるい声。まるでもっととねだるような……。

「もっと聞かせて。透子とうこの感じてる顔もその声も、エロくてそそる……」

　――そんなの駄目！

　エロいだとかそそるだとか。私の対極であるべき言葉に戦慄する。

　そんなのは私の人生に必要無いものだ。今までも、これからだって……。

「嫌……っ、こんなの私じゃない……」

　突然首筋に口づけられて、背筋を微弱な電気が伝う。

　同時にパンッ！　と恥骨をぶつけられ、剛直で子宮口を突き上げられた。

「ああっ、あーーっ！」

　内壁がうねり、蜜口がキュッと窄すぼまった。

　抽送を繰り返されれば気持ちよさに腰が揺れる。

「大丈夫、怖がらずに、そのまま感じて」

　グリッと最奥を抉えぐられて、喉を晒さらして嬌声をあげた。

「や……っ、こんな、ふしだらな……っ」

　――こんなの駄目っ！

「一緒にふしだらになればいい」

　透子……と耳元で囁かれ、私のリミッターがカチリと外れた。

　――ああ、もう抗えない。

　私は彼の背中に両腕をまわしてしがみつくと、彼から与えられる快感に身を委ねた。
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　――あっ、またため息。

　無言でナイフとフォークを動かしながら、目の前の見合い相手が小さく息を吐くのが見えた。

　――やっぱり来るんじゃなかった。

　ここは都内有名ホテルの一階にあるラウンジレストラン。

　土曜日の昼どきとあってほぼ満席だけど、事前に予約してあった私たちは窓際の特等席で悠々とランチコースをいただいている。

　天井までの高さのガラス窓からは整った中庭が眺められ、木々の葉の赤や緑のグラデーションがとても綺麗だ。

　九月らしい秋晴れの麗かな佳き日……なのに私の心は晴れやかとはほど遠い。

　たぶん私と一緒にいるこの人も、そう思っているのだろう。






　私が父である鴨田かもだ忠信ただのぶから見合い話を聞かされたのは十日ほど前。

　大学の仕事から帰った父が玄関で靴を脱ぎながら、「透子、来週の土曜日に見合いをすることになったから準備をしておくように」と突然告げたのだ。

　最初は父が見合いをするのかと思ったが、「違う、おまえに決まっているだろう」と言われてそうかと気づく。父は自分の姉から言われたことを気にしていたのに違いない。

　あれは三週間ほど前、伯母がいつものように段ボール箱いっぱいの野菜を持って家に来てくれたときのこと。

『忠信、そろそろ透子ちゃんに結婚相手を探してあげないと。もう三十歳になっちゃうわよ』

　我が家から車で二十分ほどのマンションに住む伯母は、会計士をしている夫と二人暮らしをしている。

　長男長女はそれぞれ家庭を持って独立しており、専業主婦の伯母はレンタル農園での野菜作りを趣味にして悠々自適な生活を送っていた。

　十七年前に母親を失い父子家庭となった我が家を何かと気にかけてくれている、私にとっては第二の母親のような存在だ。






　母が家を出て行ったのは私が小学校六年生のときだった。パート先の同僚と浮気した挙句彼の元に走ったらしいが、父があまり話したがらないので詳しくは知らない。ただそれ以後父からは、『おまえの母親はふしだらだった』、『あんなふうにはなるなよ』と言い聞かされ厳格に育てられてきた。

　母が家を出る前日、真っ直ぐに私の目を見つめて『透子、今はまだわからないだろうけど、絶対に好きな人と一緒になりなさい。それが女の幸せなのよ』そう言われたことを覚えている。母はあのときすでに家を出る決意をしていたのだろう。

　あのときの母との会話は、父はもちろん誰にも話したことがない。言えばパンドラの蓋が開いてしまうようで恐ろしくて、今も心の奥底に隠したままだ。






　私の二歳下の弟、翔しょうは二十六歳の駆け出し弁護士でアパートで一人暮らししているので、私は父と二人暮らし。二十八歳にもなって実家暮らしというと皆に珍しがられるけれど、仕事先の図書館までバスで三十分ちょっとなのに家を出る理由が見当たらない。

『彼氏ができたら不便でしょ？』なんて言われても、恋人がいたことなどなかったのだから不便を感じることもない。

　伯母によると私は母に面立ちがよく似ているのだという。それでは母親似の私にもふしだらな血が流れているのだろうか。

　だったら恋などしたくない。夫や子供を裏切ってまで『好きな人と一緒になる幸せ』を選んだ母と同じになんてなりたくはないから。

　けれど父は伯母の言葉を重く受け止めたのだろう。

『私の教え子の一人で優秀な男だ。一度会ってみるといい』

　そう言って封筒に入った略式の身上書を手渡してきた。

　気乗りはしないが仕方がない。父方の親戚は『先生』と呼ばれるお堅い師士業ししぎょうに就いている人が多く、『普通』であることを重んじる。

　三十手前にもなって実家を出たことも恋人のいたこともない私を世間一般の『普通』のラインに乗せるには、お見合いという手段が手っ取り早いと判断したのだろう。

　それに私は男手一つで育ててくれた父に昔から逆らうことができないのだ。

『わかった、会うだけ会ってみるね』

　そうして今日を迎えたのだけれど……。






「――えっと……ちょっとトイレに」

　見合い相手が席を立つ。

　中村なかむら克己かつみ、三十歳。彼は私の父が教授をしている理工学部の研究室で助教をしているそうだ。

　身長百六十五センチの私よりも少し背が高いので百七十センチくらいだろうか。中肉中背でメガネをかけている。白いポロシャツに黒のチノパン、ベージュのジャケットを羽織った彼が洗面所のほうに消えていくと、私は改めて自分の格好を見下ろした。

　――やっぱり地味だったかな。

　略式なので着物ではなく明るめのスーツかワンピースでと伯母に言われ、クローゼットにあったグレーのパンツスーツに白いブラウスを合わせて来た。

　週末のラウンジにいる華やかな女性客たちを見渡して「しまった」と思ったけれど、もう遅い。そのせいか最初からお互いぎこちなくて会話も盛り上がらず……。

　――違うか、服装のせいじゃない。私が面白みがないだけだ。

　昔から真面目が服を着ているような女だった。

　最低限の薄化粧しかしていない顔にビン底みたいな黒縁メガネ、ひょろっとした痩せぎすの身体。

　今日は一応それらしく髪をサイドアップにしてきたけれど、いつもはロングヘアーの黒髪を後ろで一つに結び、長めの前髪をピンで斜めに留めているだけ。

　私の母は綺麗で社交的で朗ほがらかな女性ひとだった。

『母のようにはなりたくない』

　そう思えば思うほどどんどん地味になっていく。

　だって私が母に似るということは、ふしだらな女になるということだ。それでは父を悲しませてしまう。

　――私も洗面所に行こうかな。

　今日はお見合いということでいつもは使わないオレンジ色の口紅を塗っている。今のうちに化粧直しをしようとバッグを持って洗面所に向かった。

　廊下の角を曲がったそのとき、男性用の洗面所の前から聞き慣れた声がする。

「――見合いだっていうのに地味なスーツなんか着てきてさ。会社の面接に来たのかと思ったよ」

　――えっ!?

　壁にもたれて電話しているのはつい先ほど目の前にいた見合い相手の中村さんだ。こちらに背を向け誰かと話をしていた。

「愛想がないノッポのビン底メガネ。そりゃあよく見たらそこそこ整った顔をしてるけど、俺は巨乳ロリの可愛い系が好みだから。せめてコンタクトにして来いっちゅうの」

　背中がヒュッと冷え込んだ。彼が話題にしているのは私のことだ。私は後ずさると壁のこちら側に身を隠す。

「俺は二次元の嫁で満足だから三次元の結婚相手なんてどうでもいいんだ。教授のお気に入りになって上に行けるなら好みじゃなくても関係ない」

　――駄目だ、ここにいちゃいけない。

　私が彼の会話を聞いていたということを知られたくない。鉢合わせて気まずい顔をされるほうがよほど惨めだ。

「アキバの北口？　オッケー、俺も適当な理由をつけてすぐそっちに合流するわ」

　その言葉を聞いて踵を返したそのとき。

「見合い相手にあんなことを言われて平気なの？」

「えっ」

　いきなりグイと手を引かれ、細い通路に連れ込まれる。

　振り返ったその顔を見た瞬間、相手が誰だかすぐに気づいた。だって彼は十年以上経ってもあの頃の面影を残していたから……。

「……一ノ瀬いちのせ、くん？」

「航こうでいい、あの頃みたいに」

　それは高校時代の同級生、一ノ瀬航。

「どうしてここに？」

「仕事の関係でたまたまここに来ていて……すぐに気づいた」

　ああ、やはり悪目立ちしていたかと苦笑しつつ、改めて目の前の彼を見上げる。

　祖母がフランス人だというクォーターの彼は、日本人離れした色の白さと彫りの深い顔立ちをそのままに、落ち着きと色気を纏った大人の男性になっていた。

　すらりと伸びた長い手足と百八十センチの高身長にネイビーのビジネススーツが似合っている。柔らかそうなブラウンの癖っ毛は相変わらずだ。

　彼は仕事の関係者とここを訪れた帰りに私を見かけ、見合いの様子をさっきから見学していたのだという。

「すぐにわかったよ。君はあの頃と変わっていなかったから」

「……相変わらず地味で可愛くないものね」

「違う、相変わらず姿勢がよくて綺麗だった」

　そういえばあの頃も何度か『姿勢がいいな』と言ってくれていた。ほかに褒めるところがなかったのだろうけど。

　――ううん、一度だけ今みたいに『綺麗だ』って言ってくれたか。

　あの日のことがチラリと脳裏をよぎったけれど、ふるりと頭を振って隅に追いやる。

「それじゃあ私は人を待たせているので」

　中村さんはもう席に戻っているだろう。いつまでもここで長居するわけにはいかない。

　けれど背を向けようとした私の手首を航が掴む。

「おい、本当に戻る気か？」

「勝手に帰るわけにはいかないでしょ。どうせ断られて終わるにしても、父の顔を潰すわけにはいかないから」

「……相変わらず真面目なんだな」

「どうせ私なんて……」

　――どうせ私はあの頃から何も変わっていないんだ。
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　高二の秋から翌年の春までの半年間、私は一之瀬航に勉強を教えていた。

　彼はホテルチェーン『ワンフォード』の経営で有名な『一ノ瀬グループ』の御曹司で、学校では派手なグループの中心人物。

　クラスも違う私とは関わることがないものと思っていたのだけれど……。

「――鴨田、一ノ瀬に勉強を教えてやってくれ！」

　九月に入ってすぐの放課後。

　なぜか生徒指導室に呼び出された私は、あまり馴染みのない他のクラスの担任と生徒指導の先生の二人からいきなり頭を下げられた。

　彼らが口々に訴えたことによると、普通クラスに通っている一ノ瀬くんが不真面目で成績が悪すぎるため、このままでは留年やむなしの状況なのだという。

　彼の親からは学校に多額の寄付をしてもらっている。理事長や校長からどうにかしろとせっつかれ、担任教師が本人に放課後残っての補習を提案したところ、『先生なんかじゃやる気になれない。可愛い女の子なら考えてみてもいい』と言われたのだそうだ。

　そこまで聞いて理解した。

　先生たちは彼の無茶な要求に頭を悩ませたのに違いない。いくら多額の寄付をしている家の息子とはいえ、「はいそうですか」と女生徒を差し出すわけにはいかない。

　一ノ瀬航は綺麗で目立つ容貌からかなりモテるし遊び人だと評判だ。下手に女生徒と二人きりにして問題が起こってしまえば元も子もないのだ。

　――だから私に声がかかったのか。

　勉強を教えるからにはある程度勉強ができなくてはならない。特進クラス成績上位の女子の中でも特に真面目で一ノ瀬航にフラフラしそうにない生徒。しかも彼が〝絶対に相手にしないであろう〟地味な私に白羽の矢が立ったということなのだろう。

「頼む！　もうおまえしかいないんだ！」

　二人から深々と頭を下げられた私は迷った末にうなずいた。

　先生方が本当に困り果てていたのがわかったし、こんなに必死に頼まれて無下に断るのも酷だと思ったから。

　それに心のどこかで内申点の上乗せを期待していた部分もあったのだと思う。






　彼の補習は翌週から行うことになった。

　月曜日と金曜日の週二日、彼が特に苦手な英語と数学を二時間かけて教える。余裕があればその他の教科も追加で。

　補習の期間は私も受験勉強に本腰を入れる翌年の三月までだ。

　月曜日の放課後、私は先に自習室に入って一ノ瀬くんを待っていた。しかし彼が一向に姿を現さない。

　机に頬杖をつきながら何気なく窓の外を見ると、なんと当とうの本人が友達らしい生徒に囲まれながら校門に向かって歩いている。

　――ちょっ、嘘でしょ！

　私は目の前のノートを鷲掴むと慌てて外に駆け出した。

「ちょっと、一ノ瀬くん！」

　玄関を出てすぐに大声で名前を呼ぶと、彼と周囲の生徒が一斉に足を止めて振り向いた。私は追いついたところで息をゼイゼイ言わせながら彼を見る。

「今日は補習の予定でしょ？　どうして帰ろうとしているの？」

　彼は「ああ、あんたが……」と何かを思い出したように上目遣いになると、再び私に視線を戻してクスッと笑った。

「俺、先生には可愛い子って頼んだんだけど」

　その瞬間、私の顔が熱くなる。

　たしかに自分でも『可愛い女の子』には当てはまらないと思っていたし、きっと一ノ瀬くんは不満だろうなとも思っていた。

　それでもまさか本人を目の前にしてそのものズバリを言われるとは思っていなかったからショックは大きい。これでも一応は年頃の女子なのだ。

　周りの生徒、特に女子がクスクス笑っている。男子はどちらかというと同情的で、薄ら笑いを浮かべながら「航、さすがにひでぇな」、「おまえ鬼畜かよ」なんて声をかけている。

　笑われるのも同情されるのも屈辱だ。きっと私は耳まで真っ赤になっているに違いない。

　――悔しい！

　私は彼の失礼な態度に腹を立てていた。意地になっていたのかもしれない。彼を睨みつけながら手に握りしめていたノートを突き出した。表紙には『一ノ瀬くん用学習ノート』と書いてある。

「私だって好きで勉強に付き合うわけじゃない。先生たちに頼まれて仕方なくだから。けれど引き受けたからには責任を持ってやり遂げるつもりでいるし、そのために準備だってしてきたの」

　そう言い放つとノートを開き、最初のページを一ノ瀬くんの前に掲げて見せる。

「私は貴重な週末の時間を使ってこの計画表や問題集の用意をした。テキストのコピーも沢山した。あなたもそれに見合うだけの時間を私に返すべきじゃないの？　せめて今日の二時間だけでも補習すべきだと思う」

　彼は目を大きく見開いて私からノートを奪い取る。両手でペラペラとめくってから、「これ、あんたが書き込んだの？」と聞いてきた。

「そう言ってるじゃない。嘘なんてついてないし」

「いや、嘘だとは思わないけどさ……」

　考え込む一ノ瀬くんの袖を、横から女子生徒がツンツンと引っ張る。

「ねえ航、もう行こうよ。ゲーセンに行くって約束したじゃん」

「ちょっと黙ってろよ」

　一ノ瀬くんは不機嫌そうに彼女の手を振り払うと真っ直ぐに私を見つめた。

「……わかった。あんたが言うとおり、これに費やしたぶんはちゃんと付き合うよ」

　補習を受けると言い出した一ノ瀬くんに周囲はブーイングをしたが、彼はそれに構わず校舎に向かって歩き出す。

　――えっ、嘘、本当に？

　怒りに任せた苦情が功を奏すると思っていなかった私は呆気に取られて立ち尽くす。

「おい、補習するんじゃね～の？　先に行くぞ！」

　振り向いた一ノ瀬くんに大声で呼ばれ、私は慌てて追いかけたのだった。






　それからの彼は意外にも真面目に補習を続け、毎週遅刻することなく自習室に足を運んできた。

「なあ、俺のことを航って呼んでよ。俺も鴨田さんのことを透子って呼ぶし」

「いっ、いいけど……」

　一ヶ月ほど経った頃そう言われ、お互いを呼び捨てにすることになった。

　スマホの電話番号も交換した。彼から送られてくるメールは勉強のことを聞いてきたり、今日は友達とどこに行ったなどのたわいもない内容。

　可愛いスタンプを多用してくるのがイメージと違っていて可笑しい。

　最近の一ノ瀬くんは授業にも真面目に出ているそうだ。

　先生からお褒めの言葉をもらえたのも嬉しかったけれど、それより彼が打ち解けてくれたのが何よりも嬉しいと思う。

　最初はツンケンしていて手負いのトラみたいだった彼が徐々に懐いて冗談まで言ってくる。会えば白い歯を見せて笑ってくれる。

　彼のために勉強内容を考えるのも楽しくて、いつしか私は彼からのメールと週に二日の放課後を心待ちにするようになっていた。

　こうして一ノ瀬くんは男友達のいない私が唯一自然に話せる男子生徒になったのだった。






　その年の十二月二十四日は金曜日で、翌日のクリスマスからが冬休みになっていた。

「なあ、今週の金曜日は補習なしでもいい？」

　月曜日の勉強中にそう聞かれ、私は「もちろん」とうなずいてみせる。

　二十四日は終業式で短縮授業だ。友達が多い航のことだから、きっとクリスマスパーティーにでも行くだろうと思っていた。

「じゃあさ、金曜日は学校の後でデートしようよ」

「えっ！」

　――でっ、デート!?

　免疫のないワードを聞かされて、私の心臓が飛び跳ねた。彼にとっての『デート』は『遊びに行こうよ』と同義語に違いないのに。

「だ、だって、クリスマスイブ……」

「うん、せっかくのクリスマスイブだし」

　突然の申し出に目をぱちくりさせる私を航が笑う。

「ふはっ、変な顔。冬休み中に使う問題集選びに付き合ってほしいんだけど、駄目？」

　――もっ、問題集か！

「ああ、本屋さんね。もちろん付き合うよ！」

　変に意識してしまった自分が恥ずかしい。私がことさら勢いよく答えると、航が目を細めて私の髪をくしゃりと撫でる。

「……ありがとう。めちゃくちゃ楽しみだ」

　さらに胸の鼓動が高まったのは、触れられた頭のてっぺんが異様に熱く感じたから。そして彼の表情がいつにも増して柔らかかったから。

「うん、私も……」

　喉元まで込み上げた『とても楽しみ』の言葉を飲み込んで、私はコクリとうなずいた。






　金曜日の放課後、私が学校からそのまま隣町の駅に向かうと、航はコンコースの柱にもたれて待っていた。

　よその制服を着た女生徒三人が彼を取り囲むようにして立っている。友達なのだろうか。

　邪魔になるかと思い少し手前で立ち止まって様子を見ていたら、航がそんな私に気づいたらしい。

「透子！」

　彼は大声で私の名を呼ぶと、笑顔で右手を振りながら駆けてくる。

「透子、来てくれてありがとう」

「ううん、私こそ待たせてごめんね。友達はもういいの？」

　私が先ほどの女生徒たちのほうに視線をやると、航は「いや、大丈夫。知らない子だし、お茶に誘われただけだから」とサラリと答える。

　――あれが噂の逆ナンというやつなんだ!?

　今日のデート……ならぬ問題集購入の付き添いにともない、当初、航は私のいる教室まで迎えにくると言っていた。

　それを拒否して校外で、しかも隣町での待ち合わせを指定したのは私のほうだ。だって私が航の補習を手伝っているというだけでもやっかみの目が凄いのに、それ以外でも行動を共にすると知れたら何を言われるかわからない。

　――まあ、これではあまり意味がない気がするけれど。

　航の容貌はどこにいたって人目を惹くし、結局こうして注目されてしまっている。彼の恋愛対象外である私でさえ睨まれるのに、恋人になる女性はもっと大変に違いない……などと考えていると、突然グイと手を引かれた。

「えっ？」

　航が私の左手を握り、先に立って歩きだす。

「こっち。混んでるからはぐれるなよ」

「……うん」

　たしかに今日はクリスマスイブだけあって、駅構内は人混みで溢れかえっている。離れ離れになってしまわないよう気を遣ってくれたのだろう。

　――ここで手を振りほどくのは失礼だよね。

　それでも私にとっては慣れない行為で気恥ずかしい。

　航にとってはこんなの普通のコミュニケーションなのに。べつに特別なことじゃないのに。

　――私、これくらいで意識しすぎだ。

　結局そのまま手を繋いで歩き、左手が解放されたのは書店に入ってからだった。






「――ありがとう、おかげでいいのが買えた。お礼にお茶に付き合って」

「えっ、あっ、でも」

「俺がおごるよ、いつも勉強を教えてもらってるし」

「そんな、同級生なのにおごるとか変だし」

「ふはっ、変なのか。それじゃ今日は割り勘でもいいや。そこのファミレスでいいよな」

　同じ学生同士で一方に支払わせるのが変だと思ったからそう言っただけなのに、なぜか笑われてしまう。おまけに流れで割り勘だったらお茶に付き合ってもオーケーということにされてしまった。

　なんとなく断れなくなって一緒にファミレスに入る。

　学校帰りに学用品を買いに行くことくらいはあるけれど、こんなふうに友達と飲食店に入るのははじめてだ。

　夕食前に余計なものを飲み食いするのはよくないと父に言われてきたし、ましてや男子と二人で出歩くことなんてなかった。

「飲み物を汲んでくるよ。何がいい？」

「あっ、アイスティー」

「レモンあり？　ガムシロは？」

「両方」

「オッケー、待ってて」

　――さすが航、なんか慣れてる。

　あの容貌でこんなにマメならそりゃあモテるはずだと納得だ。

　それから一人分のポテトとピザを分け合って。ドリンクバーの飲み物で喉を潤しつつ向かい合わせでお喋りをして。

　いつもだって隣同士で肩を並べて勉強を教えているはずなのに、テーブルの向こう側から微笑まれると落ち着かない。

　――ああそうか、この位置だとお互いの表情がよく見えるから……。

　ストローに口をつけながらチラリと視線を上げると、ちょうど航もこちらを見つめていた。途端に顔が火照りだす。心臓がやけにやかましい。

「透子はいつも姿勢がいいな。でももう少しダラけてもいいんじゃないの？」

「私は意識してやってるわけじゃないんだけど、航はしょっちゅうそれを言うよね」

「ああ、背筋がピンとしてていいとは思うけどさ、俺の前でくらいは……」

　そのときガラス窓の外をスーツ姿の男性が歩いて行くのが見えた。

　――あっ、お父さん！

　その姿を見た瞬間にサッと全身の血の気が引いていく。

　よく見ればそれは父親と背格好が似ていただけの別人だったのだが、心の動揺はおさまらない。同時に激しい後悔が襲ってきた。

　――こんなところをお父さんに見られたら叱られる！

『おまえの母親はふしだらだった』、『あんなふうにはなるなよ』

　今まで何度も聞かされてきた言葉が蘇る。

　勉強を教えるだけのはずの相手と放課後に出掛けて手を繋いで歩き、ファミレスで向かい合ってニコニコして。

　自分の娘が内緒でそんなことをしていると知ったら父は失望するに違いない。

「私……帰るね」

「えっ？」

　そそくさと鞄を手にする私に航は驚いた様子だったけれど、自分も一緒に帰るとついてきた。

「家まで送って行くよ」

「ううん、必要ない」

「それじゃあ駅まで」

「いいってば！」

　航が繋いできた手を振り払い、私は一目散に駆け出していた。






『今日は無理やり付き合わせてごめん』

　帰宅後自分の部屋でスマホを見ると、航からメールが届いていた。

『私こそ急に帰ってごめん。なんだか気分が悪くなって』

　当たり障りのない返事を送ると、今度は電話がかかってきた。

「体調が悪かったのに連れ回して悪かったな。今は大丈夫なの？」

「大丈夫、もう落ち着いたから」

　――こんなの嘘ばかりだ。

　航が謝る必要なんてないのに。勝手に浮かれていた私が悪いのに。

「あのさ、大晦日に一緒に初詣に行かない？」

　――えっ？

「そんな、私なんかを誘わなくたって……航ならいっぱい友達がいるのに」

「あいつらとは去年行ったし、俺は透子と行きたいんだ。ほら、合格祈願は先生をしてくれてる透子とのほうがご利益がありそうだし」

「合格祈願は来年でしょ」

「だったら成績アップの神様……とか？」

「ふふっ、それを言うなら学業成就じゃない？」

「そう、それそれ」

　――よかった、普通に喋れてる。

　けれど……。

「ごめん、私、門限がある」

「大晦日でも？」

「父から夜遅い時間の外出を禁止されてるから」

「そうか、お父さんが大学教授とか言ってたもんな。それじゃあ元旦は？　昼間ならいいんだろ？」

「それは……」

　考えさせてほしいと告げて電話を切ると、私は自室のベッドに寝そべってため息をついた。

「初詣か……」

　母がまだ家にいた頃は、家族で近くの神社に行くのが正月の恒例行事だった。私と弟の翔が手を繋ぎ、その後ろから両親がニコニコしながらついてきて。

　両親の離婚後からは家族行事が一つまた一つと消えていき、そのうち一緒に行動することも少なくなった。

　今ではお正月といえば伯母が持ってきてくれるおせち料理を食べて、あとは親戚の家でお年玉をもらうくらいなものだ。

　――どうしよう、友達と初詣に行くと言えば許してもらえるかもしれないけれど。

　だってそれなら嘘じゃない。『友達』が男の子だということを言わないだけで。

　そこまで考えて愕然とする。私はそこまでして航と出かけたいと思っているのか。

　そんなの父への裏切りだ。母に続いて私までが裏切り者になるわけにはいかない。慌ててスマホを手に取った。

『ごめん、やっぱり無理』

　メールを送ってすぐに航から返事が届く。

『そうか、しつこくしてごめんな』

　今日は航に謝らせてばかりいる。彼は何一つ悪くないのに。私の気持ちの問題なのに。

　申し訳なく思っていると、続いて次のメールが送られてきた。

『冬休みが終わったら、また先生をよろしく！』

　――航は本当に優しいな。

　読んだ途端、沈んでいた気持ちが浮上する。そうだ、冬休みが終わればまた会えるのだ。

『はい、先生を頑張ります！　航はそれまでに今日買った問題集を済ませておくように！』

『ええっ、一冊全部終わるのは無理だぞ』

『やる前から無理だなんて言わない！』

『はい先生、頑張りま～す』

　そんなメールでのやりとりを終えると、私は白い天井を見ながら頬を緩めた。

「ふふっ、私って現金だ」

　最初はあんなに怖いと思っていた相手なのに、今では会えるのを楽しみにしている。

「そうか、私は航に会いたいのか……」

　――どうしてそんなに会いたいの？

「だって友達だから」

　――本当に？

「本当だよ。それに勉強を教えるの、嫌いじゃないし。自分のためにもなるし」

　――それじゃあ、それが終わったら？　春休みはすぐそこだよ？

　頭の中で自問自答をしているうちに、彼との別れが近づいていることを思い出す。

「そうか、あと少しで補習が終わるんだ……」

　もう十二月の終わり。先生に頼まれた今年度末までは残り約三ヶ月だ。

　私が勝手に友達だなんて思っているけれど、彼にとってはその他大勢の一人にすぎない。いや、その他大勢の友達よりも私はもっと遠い。

　だって私たちはクラスもキャラも違う。勉強を教わるという理由がなくなれば、航にとって必要のない人間になってしまうのだから。

「あと三ヶ月……か」

　だったらせめて、最後までしっかり先生をやりきろう。航に私と過ごした時間が無駄ではなかったと思ってもらうためにも。

「うん、頑張ろう」

　私はベッドから飛び起きると、勉強机に向かって補習用の資料作りを開始する。

　それから冬休みが終わるまでの数日を、待ち遠しいような切ないような複雑な気持ちで過ごしたのだった。






　　＊






　寒さも和らぎつつある三月の終わり、とうとう別れのときがやってきた。今週の金曜日が終業式なので、月曜日の今日が補習最終日だ。

　――あと少し……。

　左手の腕時計を見るとすでに午後五時過ぎ。あと三十分弱でこの時間が終わってしまう。

　航も多少は寂しく思ってくれているのだろうか。今日は途中で茶化すことなく黙々と問題を解いている。見ている限り全問正解だ。

　――本当にもう私は必要ないんだな……。

　彼は元々地頭はよかったらしく、補習を始めて二ヶ月経った頃には学年テストで上位に食い込んでいた。授業の出席日数は足りているし、三年生になってもこの調子なら無事に卒業できるだろう。

「――おい、終わったけど？」

「あっ、痛っ！」

　ぼんやりしていたらいきなりデコピンされた。

「ひっど～い、何するの！　暴力反対！」

「透子が上の空だからだろ。……最終日くらい、ちゃんと俺を見てろよ」

「いつもちゃんと見てるって。今はちょっと考え事をしてただけ。えっと、それじゃあ答え合わせね」

　おでこをさすりながら答えると、彼が頬杖をつきながら私の顔を覗き込んでくる。

「なんだよ、もしかして、今日で俺の先生ができなくなるから寂しい……とか？」

「うん……寂しくないと言ったら嘘になるけど」

　先生役として彼の成長を喜ぶべきなのはわかっている。それでももっと教えていたかったと言ったら笑うだろうか。

「私、自分で思っていたよりもこの時間が好きだったみたい」

　思わず本音を零すとなぜか隣から手が伸びてきて、私のメガネを奪われた。

「えっ、ちょっと！」

「綺麗だ……」

　至近距離から見つめられ、頬がぽぽっと熱を持つ。

　ド近眼の私はメガネがないと教室移動もままならない。だから学校では絶対に外したことがなかったのに……。

「そっ、そういう冗談はいらないから」

「あっそ……うわっ、レンズ分厚っ！」

　一瞬の沈黙のあと、航がメガネを自分の目にあてがってはしゃぎ始める。

「もう、本当に駄目だってば！」

「マジでビン底みたいだ。こんなんじゃ彼氏ができないな」

「そんなのいらないし！　いいからメガネを返して！」

　必死で奪い返そうとするものの、彼はメガネを高く上げて邪魔をする。腕をのばしたところで手首を掴まれた。

　右手にメガネ、左手で私の手首を掴んだままの航がニヤニヤしながら口を開く。

「俺が彼氏になってやろうか」

　――ふざけてる！

　デートだとか彼氏だとか。そういうセリフを軽々しく口にしないでほしい。

　遊び相手にするならいつも周囲に侍はべらせている女子で十分じゃないか。

「そっ、そんなの必要ないって言ってるでしょ！　ふざけてないで、早く……っ」

「ふざけて悪かったな！」

　次の瞬間、メガネを持った彼の右手が私の頭を抱き寄せた。

　――えっ!?

　唇が重なって、あっという間に離れていく。驚きの顔で見つめ合い……。

「やめて！　気持ち悪い！」

　力任せに胸を押す。航が椅子ごと床に倒れ、ガシャンと大きな音がした。

　――気持ち悪い！

　私は彼の手からメガネを奪うと鞄を抱え、振り返ることなく自習室を飛び出した。入学以来はじめて廊下を全速力でダッシュする。

「やだ、気持ち悪い……」

　あの瞬間、気持ちいいと思った自分が気持ち悪い。

　嫌じゃなかった自分が気持ち悪い。

　今この瞬間も胸をときめかせている私は、本当に本当に、気持ち悪い……！






　家に帰るとスマホのアドレス帳を開く。震える指で『一ノ瀬航』のページを消した。スマホ画面にポトリポトリと涙の粒が落ちていく。

「私はお母さんみたいになったりしない」

　私にお母さんと同じふしだらな血が流れているとしても、そんなものに引きずられたりしない。

　なのに、好きでもない相手とキスをした。恋人でもないのにキスをした。

　――違う。

　今頃気づいた。たぶん私は航のことが好きだったんだ。

　優しくされて微笑まれて。こんなに簡単に彼を好きになってしまった。

「ハハッ、私って免疫なさすぎ」

　女性慣れしている航から見たら、そんな私の気持ちなどお見通しだったのだろう。

　だから揶揄からかってやれとばかりにあんなふざけたキスをしてきたのだ。

「私なんて好みじゃないくせに……」

　大丈夫、きっとこんなのは本当の恋じゃない。家族以外の男性と接することがほとんどなかったから意識してしまっただけなのに違いない。

　だって私が恋するなんてありえない。私はお母さんみたいにはならないと決めているのだから。

「絶対に、恋じゃない」

　航がふざけてキスをしてきた時点で私たちの友情も終わってしまった。

　その後、週二日の補習がなくなれば私たちが会う理由は何もなく。

　教室も離れている私たちはほんのときたますれ違うのみで、その時でさえ目を合わせることもなく、気まずいまま高校を卒業したのだった。






　　＊






　――今思えばあれが私にとっての初恋で……。

「いやいや、あれはそういうのじゃないし」

「えっ、何？」

　気づけば目の前で航が首を傾げていた。

「えっ？　あっ、なんでもない」

　私は首をふるふると振って脳裏に浮かんだ思い出を振り払う。
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「とにかくあなたには関係ないので」

　そのまま去ろうとしたところで背中を壁に押し付けられ、航の片手で壁ドンされた。

「行くなよ！」

　メガネを奪われしばしのあいだ見つめ合う。

　――あのときもこうして揶揄からかわれて……。

　私はため息を一つつくと彼の手からメガネを取り返し、スーツの胸元をそっと押す。

「さようなら」

　まだ何か言いたげな航をその場に残し、ラウンジの席に戻ったのだった。






　窓際のテーブルに戻ると中村さんが人のよさそうな笑顔を向けてくる。人は見かけによらないというのは本当だ。

「どこに行ってたの？　トイレ？」

　一見何気ないような質問だが、たぶんこれは探りを入れているのに違いない。

「はい、お化粧直しに時間がかかってしまって……」

「あっ、そうなんだ。女性は大変だね」

　私の態度から電話の内容を聞かれていないと判断したのだろう。彼は安心した様子で「それじゃあ食事が終わったら解散ということで。次回の予定については鴨田教授と相談しておくよ」とデザートのケーキを口に運ぶ。

　――目の前にいる私じゃなくてお父さんと相談って……。

　きっとこの人にとって興味があるのは私ではなく、教授である父のご機嫌なのだろう。

　あんな会話を聞かされた後ではいくらニコニコされても上手く笑うことができない。

　そのまま盛り上がることもないままデザートとコーヒーを終え、その場で早々に解散となった。

　回転ドアから出ていく後ろ姿を見送り私は一つため息をつく。腕時計を見ると午後二時すぎ。せっかく街に出たのにこのまま帰るのはもったいない気がする。

「買い物でもして帰ろうかな……」

「見合いはもう終わった？」

　――えっ？

　斜め後ろから声がして顔を向けると、近くのソファーで航が脚を組んで座っている。手すりに片肘をついていた彼が立ち上がると、私の目の前まで歩いてきた。

「まだいたの!?」

「まだって失礼だな。透子が気になって残ってたんだ」

「ああ、高みの見物ってわけね」

「突っかかるなよ、元個人教師のことが心配だったんだって」

　その言葉に胸がズキンと痛む。なるほど、私にとっては忘れたい黒歴史でも、彼にとっては冗談めかして言えるほどなんでもないことなのだ。

　私の気持ちを知りもせず、航が屈託のない笑顔で見下ろしてくる。

「あんな奴といたって楽しくなかっただろ？　口直しで俺とデートしようよ」

　――また簡単にデートとか……。

「結構です」

「透子、見合いにもデートにも慣れてないだろう」

　ギクッ！　さすが高校時代から女たらしだっただけあって簡単に見抜いてくる。

「あの男の言い分も仕方がないと思うよ。見合いにそんなビジネススーツ、しかもパンツ姿はありえない。まあ、アイツはクズだと思うけどさ」

「だからってあなたには関係ないじゃない」

「関係なくない！」

　突然の強い口調にビクッとすると、それを見た航が困ったように眉尻を下げた。

「ごめん……ただ俺は、透子があんなふうに言われるのが嫌なんだ。だからさ、買い物に行くなら付き合わせてよ。俺、役に立つと思うし」

　――なるほど。

　私は顎に手を当て考える。

　たしかに航の言うとおりだ。中村さんはクズだけれど、彼だって私みたいなのがお見合い相手でガッカリしたに違いない。

　今回中村さんからお断りされるとしても次の見合い話が持ち込まれるのは確実だ。そのときに備えておくに越したことはないだろう。

「わかった、よろしくお願いします」

「そっか……うん、よろしく」

　彼は満面の笑みを浮かべると当然のように私のバッグを持ち歩きだす。なるほど、たしかに手慣れている。






　彼が手慣れているのはそれだけではなかった。

　航に連れて行かれたのは近くの通り沿いにある高級ブティックで、場違い感に戸惑う私とは反対に彼は平然と品物を物色していく。

「これを着てみて。靴はこれだな」

　気づけば私は店員さんに更衣室に案内され、着替えて出ると航に上から下まで見つめられ……。

「うん、いいね。……すみませんが彼女はこれを着ていくので、脱いだほうの服を袋に入れてもらえますか？　支払いはこのカードで」

　航がブラックカードを店員に差し出すのを見て肝が冷える。

「えっ、ちょっ、そんなの駄目だよ！」

　慌てて自分のバッグを漁っていると、航がその手を制止した。

「透子、男に一度出したカードを引っ込めさせるのは逆に失礼だよ」

「えっ、そうなの!?」

「そうなの。だからここは素直に喜んでほしいな」

「あ……ありがとう」

「うん、どういたしまして」

　次に寄ったブランドコスメのお店でも、化粧をしてもらっている間に支払いが済まされていた。

「本当に困るから！」

　店を出てからそう告げると、航が切なげな表情になる。

「そう言わずに格好つけさせてくれよ……俺はもうあの頃とは違うんだから」

「あの頃？」

「高校時代……問題集選びに付き合ってもらってからファミレスに寄っただろう？」

　――あっ。

　航にとってはなんでもないことだと思っていたのに、ちゃんと覚えていてくれたんだ。

「あのときは同級生だからって奢らせてもらえなかった」

　そうだった。男の子が格好つけたい気持ちとかデートするときのお約束も知らなかった私は、頑なに割り勘にこだわって。

　男の子と待ち合わせするのも手を繋いで歩くのも、すべてがはじめてでドキドキして……。

「今日のは自分で稼いだお金だよ。俺が好きなように使うのに文句ある？」

「文句は……ないけれど」

「だったら素直に喜んで貰えたほうが嬉しいな。男に恥をかかせないのもマナーの一つだよ」

　――だけどさすがにこのままでは……。

「そうだ、その代わりに食事を奢らせてくれない？」

　思いつきで誘ってみたら、彼は二つ返事でうなずいた。

「いいの？　本当に？　それじゃあ俺が知ってるところでいい？」

　三日月みたいに目を細め、私の手を引き歩き出す。

　――そう、あの日もこんなふうに手を握られて……。

　胸がぎゅっとしてしまうのは、切ない思い出のせいか、繋がった手のせいなのか。

　困ったような嬉しいような複雑な気持ちを抱えつつ、私は航について行くのだった。






「――そりゃあ誰だって若くて可愛い子のほうがいいんだろうけどさぁ～、図書館のカウンター業務に顔や年齢は関係ないと思わない？」

　航がオーダーしてくれたカシスソーダを飲みながら、ほろ酔い加減の私は口も滑らかに喋り続けている。

『ワンフォードLux.ラックス』はビジネスホテルで有名な一ノ瀬グループ初のシティホテルだ。なんと航が企画を立ち上げたのだという。

　私は今、その三十七階にあるエグゼクティブラウンジの個室にいる。

　航の言っていた『知っているところ』がまさかこんな高級な場所だと思っていなかった私は驚いたけれど、彼が支払ってくれた金額を考えたらこのレベルでのお返しが妥当なのだろう。

『せっかくオシャレをしてるんだし、こういう場所に慣れておいてもいいんじゃないか？　お酒の飲み方も教えてやるよ』

　たしかに航の言葉には一理ある。納得した私はここで軽く食事を済ませ、あとは色とりどりのカクテルを試し飲みさせてもらっているというわけだ。

　航がオーダーしてくれたカクテルはジュースみたいに飲みやすいものばかり。普段ほとんどお酒を飲まない私でも美味しく口にできている。

　眼下に見える夜景の美しさも手伝ってか、心も身体もふわふわと軽くなってきた。

　気づけば私は若い女性パートばかりをカウンターに立たせたがる上司への不満を皮切りに、とうとう見合いの愚痴まで言い始めていた。






「――お父さんも極端なのよ。そりゃあ来月で二十九歳にもなる娘に恋人の一人もいなくて恥だっていうのはわかるけど、だからって自分の部下に押し付けるなんて！」

「そういえば十月三十日が誕生日だったもんな」

「……覚えていたの？」

「透子の誕生日だ、忘れるわけないだろ」

　思いのほか真剣な航の眼差しにどきりとする。

「さっ、さすが～。相変わらず、女の扱いに慣れてるね」

「……そういうことを言うんだな」

　皮肉げに口の端を上げるのを見て、気に触ることを言ってしまったのかと狼狽えた。

　気まずさから目の前のカクテルを一気に煽る。頭のてっぺんまでカッと熱くなった。視界が霞んで朦朧としてくる。

「透子は……今まで恋人はいなかったの？」

「いないよ、そんなの」

　酔いが回り、更に口が滑らかになる。そのせいか今まで誰にも語ったことがない心の内まで洩らしてしまう。

「こんな面白味のない女、誰も好きになるはずないでしょ。実際今日だって……」

「そんなふうに自分を貶おとしめるのはやめろよ」

「そりゃあ……本当は私だって恋に憧れないわけじゃないよ。結婚するならやっぱり好きな人とがいいとか、馬鹿みたいに考えたりもするし」

「馬鹿なものか、それが普通の考え方じゃないのか？」

　――けれど私にとっての普通は父や伯母が認める相手と波風が立たないように暮らすことで……。

「恋に溺れるなんて、そんなの私じゃないし。何より自分が変わってしまうのが怖い」

　真面目で堅物な女なんて可愛げがない。そんなの私にだってわかっている。

　こんな自分自身が大嫌いだ。けれど周囲の期待を裏切ることも、型にはまった自分から抜け出すこともできなくて……。

「透子、それは変わるんじゃない、本当の自分を曝け出すだけのことだ」

「曝け出す……？」

　テーブルの上で、私の右手に航の右手が重ねられる。見つめ合う二人の視線に熱が灯った。

「俺の前では隠さずに、ぜんぶ曝け出せよ……俺は本当の透子を見せてほしい」

　――この手を振りほどかなきゃ。

　そう思うのと裏腹に、私はピクリとも動くことができなくて。

「……こんなにフラついてたら家に帰るのは無理だ。少し休んでいったほうがいい」

　――そんなの駄目！

　心の声が必死に叫ぶ。けれどそれはアルコールの香りと手のひらの熱に追いやられ、あっという間に思考から遠ざかって行った。

「……うん、酔ってるから……仕方がないよね」

　わかっている。こんなの自分への言い訳だ。

　けれど私は航が言う『本当の自分』を見てみたい。彼の前でぜんぶ曝け出してみたいと思っていて。

「部屋を取ってある。行こう」

　肩に腕をまわして立たされると、私は彼にもたれるようにして足を前に進めた。






　酔いがまわって目蓋まぶたが重くなっていた私は、ドアの閉まる音で目を開く。

　そこはかなり広い客室で、部屋の右側にはリビングセット、窓の外には宝石箱みたいな夜景が広がっていた。

「こっちだ」

　肩を抱かれて部屋の反対側を向いた瞬間、いきなり私の目が醒める。

　部屋の半分くらいまである壁の仕切りの向こう側に、キングサイズのベッドが見えていた。

「あの、私……」

　現実を目の前にして怖気づく。脚がすくんで立ち止まった。

　――どうしよう。

　踵を返そうかと考えたそのとき。

「透子はまだ酔ってるんだ」

　耳元で航が囁いた。

「透子は酔って朦朧としていて何もわかっちゃいない。だからこれから起こることは俺が勝手にすることだ」

「何を言って……」

「ぜんぶ俺のせいにすればいいから……頼むから帰らないでくれ」

　肩を抱く手に力が篭り、押されるようにして奥へと進む。

　――そう、これはお酒に酔ったせい……。

　心の中でそう唱えつつ、私はヨロヨロとベッドまで歩いて行く。

「あっ！」

　ベッドを目前にして足がもつれた。航に抱かれる格好でドサリとベッドに倒れ込む。

　至近距離で目が合うと、彼の瞳に私が映る。羞恥で目を閉じた途端、私の耳に熱い息が吹きかけられた。

「あ……っ」

「透子、可愛い……」

　囁き声が鼓膜を揺らす。あまりの甘さに全身の力が抜けていく。柔らかい唇が耳朶を喰はみ、次にはそっと甘噛みされた。背筋をゾクリと刺激が這って、なぜか子宮がキュンとする。

「ん……っ」

　ペチャッと耳孔を舐められて、鼻から息が洩れていく。恥ずかしい。けれど気持ちいい。

　航の右手が私のウエストのリボンを解いた。上から順に手際よくボタンをはずされると、彼に買ってもらったブラウンのシャツワンピースの前があっという間に全開になる。ベージュの下着が露わになって、羞恥で顔が赤くなる。

「やだ、見ないで……」

「まだぜんぶ脱がせてもいないのに？」

「下着がオシャレじゃないし、色っぽくないし……」

　だってこんな展開予想していなかった。いつものように透けにくい地味な下着をつけてきたことを後悔する。

　――って、私ってば意識しすぎ。

　色っぽく見られたいと考えること自体が変なのだ。

　だって私はそういうものと無縁なまま生きていくと決めていて……。

　それなのに。

「大丈夫、透子はどんな服でも下着でも綺麗だよ。それに……今すぐ脱がせるから関係ない」

「えっ？」

　ブラのホックがはずされて、服と一緒に脱がされた。ショーツも手早く下ろされて、一糸纏わぬ姿にされる。

「ほら、やっぱり綺麗だ」

　膝立ちでじっと見下ろされると、頭も全身も熱くなる。胸を覆う手を航にどけられた。彼は私の両手をシーツに縫い止めると、その体勢のまま胸にむしゃぶりついてきた。

「やっ、嘘っ……ああっ！」

　生温かい舌が乳輪をなぞる。先端のピンクに吸い付きながら、鼻先を肌に擦り付けてくる。くすぐったくて気持ちよくて、抵抗するのも忘れてしまう。

　私の両手が解放された。航の左手が乳房を掴み、先端を舌先で転がし始める。右手の二本指で反対側の乳首をコリコリと弄られれば、子宮から疼きが湧き上がる。

「下にも……触れていい？」

　――そんなの駄目！

　頭の中で警報が鳴り響く。なのに自由なはずの両手は抵抗を忘れ、私はコクリと頷いていた。

　彼の右手が胸から離れ、身体のラインを下へと辿る。両脚のあいだに手を差し込んだかと思うと、グイと太腿を押し広げられる。

「あっ！」

　私が声をあげたときにはすでに彼の指先が中心のラインを撫で上げていた。生まれてはじめての刺激に大きく腰が跳ねる。

「ああっ！」

　航の指が割れ目を往復するとクチュと水っぽい音がする。

「ここ……濡れてるね」

「嫌、そんなこと……」

「ここに触ったのは俺がはじめて？」

　そんな恥ずかしいことを聞かないでほしい。返事の代わりに頷くと、「そうか、嬉しいな」と満足げな声が聞こえる。

　航は処女を相手にするのははじめてなのだろうか。面倒くさいと思われていたら嫌だな……などと火照った頭で考えた。

「こっちもはじめて？」

　繁みに隠れた小さな粒を捏ねられた。指の腹でクニクニと動かされれば、大きな声が出てしまう。

「やぁっ！　駄目ぇ！」

「これ嫌？　気持ち悪い？」

　それどころか気持ち快すぎて困るのだ。

　不安げに問いつつ指の動きをぴたりと止められると、お腹の奥が切なくて、もっと早くと心が叫ぶ。

「嫌じゃ……ない」

「そうか、よかった」

　合図のように胸の先端にキスをして、航は右手の動きを激しくした。指先に愛液を纏い、蕾の表面をクルクルと撫でる。触れられたソコが熱くて痺れて堪らない。

「舐めていい？」

「えっ？　……うん」

　――胸ならもうとっくに舐められているのに……。

　よくわからないまま沸騰した頭で頷くと、航が上体を起こして下へとズレていく。膝裏からグイを脚を開かれたと思うと次の瞬間には割れ目に舌が這わされていた。

「えっ、嘘っ、やだっ！」

　ジュッと水っぽい音を立てて中心に吸い付かれる。腰を捻って抵抗するも彼の巧みな舌遣いは止まらない。舌先で蕾の輪郭をそろりとなぞり、先端を突つかれる。そのたびに私の腰が小刻みに跳ねた。子宮が強く収縮してそこから疼きが広がっていく。

「もうっ……変になる……っ！」

「変になればいい」

「あっ、ん……っ！」

　下半身に圧迫感を感じたと思うとグチュグチュと湿っぽい音が聞こえてきた。内部をまさぐる感覚で、そこに指が挿入はいっているのだと気づく。

　航の指が往復を繰り返しつつ、合間に浅いところをかすめていく。ある一点に触れた途端にビリッと電気が流れた。

「やぁっ！」

「……ココが透子のいいところか」

「ああっ！」

　指の腹で執拗にその場所を擦られると、強い刺激に身悶える。熱くてジンジンして苦しくて……けれど今はそれよりも、早くこの熱を解き放ってしまいたい。

「航、もう……駄目っ」

「イっていいよ」

「えっ、行く？」

「思いきりイって」

　指で敏感な箇所を押し上げながら、膨らんだ蕾を吸い上げられた。チューーッと高い音が室内に響き渡る。

　ナカと外から同時に与えられる刺激にとうとう快感が弾けた。

「あっ、やっ……ああーーっ！」

　私は大きく背中をそらして嬌声をあげると、えも言われぬ解放感に満足しながらぐったりと力を抜いたのだった。

「上手にイケたね」

　髪をさらりと撫でられて、満足感が湧いてくる。

　――これが航の言っていた『イク』ということなんだ……。

　まだ私の秘所がヒクついている。自分の意思に関係なく小刻みに収縮を繰り返すのを不思議な感覚で受け止めていると、カサリと乾いた音がした。

　そちらに目を向けると膝立ちの航と目が合った。恥ずかしさから下へと視線を逸らすと、もっと恥ずかしいものが目に飛び込んでくる。天井に向かって大きく反り返った屹立に、航が避妊具を被せていた。

「嘘っ！」

　自分でも何に驚いたのかわからない。その屹立の大きさにかグロテスクさにか、それともこれから行われるであろう行為を予測してか。

　とにかく慄おののいた私は頭を起こして後ずさった。しかしすぐにヘッドボードに後頭部がぶつかってしまう。

「……悪いけど、もう止やめないよ」

　両方の足首を掴んで元の位置に引き戻されたかと思うと、次の瞬間には彼の剛直で中心を貫かれていた。

「ああっ、ああーーっ！」

　熱した鉄杭で突き刺されたような激しい衝撃と痛み。全身の血液が逆流する……とはこういうことをいうのだろうか。頭がのぼせて沸騰して、思考回路がショートする。

　なのにベッドの軋みが繰り返されるうちに奥のほうから甘い疼きが湧いてきて。

「あ……っ」

　ナカの潤いに比例して滑りもよくなるようだ。彼の動きが速くなり、合間に先端の硬い部分で内壁を引っ掻いていく。

　快感の逃がし方さえ知らない私は、身体を貫く刺激をダイレクトに受け止め身悶える。

「ん……っ、あんっ、いいっ！」

　――今の声……私!?

　鼻にかかった甘ったるい声。まるでもっととねだるような……。

「もっと聞かせて。透子の感じてる顔もその声も、エロくてそそる……」

　――そんなの駄目！

　エロいだとかそそるだとか。私の対極であるべき言葉に戦慄する。

　そんなの私の人生に必要ない。今までも、これからだって……。

「嫌……っ、こんなの私じゃない……」

　突然首筋に口づけられて、背筋を微弱な電気が伝う。

　同時に恥骨をぶつけられ、剛直で子宮口を突き上げられた。

「ああっ、あーーっ！」

　内壁がうねり、蜜口がキュッと窄まった。

　抽送を繰り返されれば気持ちよさに腰が揺れる。
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「大丈夫、怖がらずに、そのまま感じて」

　グリッと奥を抉られて、喉を晒して嬌声をあげた。

「や……っ、こんな、ふしだらな……っ」

　――こんなの駄目っ！

「一緒にふしだらになればいい」

　透子……と耳元で囁かれ、私のリミッターがカチリと外れた。

　――ああ、もう抗えない。

　私は彼の背中に両腕をまわしてしがみつくと、彼から与えられる快感に身を委ねた。

「いいよ、透子、一緒に動いて……うん、上手だ」

　二人のリズムが重なって、腰の動きが速くなる。

「うあっ……透子、凄い締めつけ……もう、出ちゃいそうだ」

「うん……私も、もう……っ」

「透子っ……イクっ！」

「ああっ！」

　恥骨が押し付けられ、お腹の奥でゴム越しに航の熱が吐き出された。

　航からきつく抱きしめられて、幸福感に満たされる。

「透子……好きだ」

　そう聞こえたような気がしたけれど……動きが止まったその途端、私の意識は光の中に吸い込まれていった。






　シャワーの音で目が覚めた。重い目蓋を無理やり開けると目の前には高い天井と見慣れぬ景色。

「……ここは？」

　上体を起こしたところで頭痛がして額を押さえる。そこでようやく状況を思い出した。

　――そうだ、私はこの部屋で航と……。

　見れば私は全裸。さっきまでの痴態が走馬灯のように脳内を駆け巡る。

　激しく乱れた自分が恥ずかしく、一気に全身が熱くなった。

「そういえば、今は何時!?」

　サイドテーブルの時計を見ると午後十一時二十分。

　大人になってからはさすがに門限はないが、平日は仕事を終えてほぼ直帰だし、休日も最低限しか出かけない私がこんな夜遅い時間まで家にいないなんて過去になかったことだ。

　それに今日はお見合いだったのだから、父が結果を聞こうと待ち構えているに違いない。

「マズい……早く帰らなきゃ」

　立ち上がってみると頭が重いし腰も喉も痛い。自分は処女を失ったのだと改めて実感した。

　しかし感慨に浸っている暇はない。慌てて下着と服を拾い集め、身につけ終えたときにバスルームから航が出てきた。

「……あれっ、もう服を着てるの？　シャワーは？」

「きゃっ！」

　腰にバスタオル一枚を巻いただけの姿で現れた航に悲鳴をあげた。

　いくら下を隠しているといっても上半身は裸だ。若い男性に免疫のない私には刺激が強い。

　――それにしても……。

　さっきはそれどころではなかったけれど、よく見れば航は着痩せするたちらしい。華奢な印象だったのに胸板はしっかりしているし腹筋も割れている。いわゆるシックスパックというやつだ。

　濡れ髪から滴したたる雫が頬を伝い、肌をしっとりと濡らしていた。その色っぽさに息を呑む。

「ふっ……あまり見つめられると照れるんだけど」

「えっ……あっ！」

　恥ずかしがりつつもしっかり見ていた自分が恥ずかしい。首筋までカッと熱くなる。

　――私ったら、何をのんびり見惚れていたの！

　そもそも私は帰ろうとしていたというのに。

「私……帰る」

「えっ？　ちょっと待って、送っていくから」

　慌てて下着を探す航を尻目に私はサイドテーブルに一万円札を三枚置く。

「タクシーで帰るから大丈夫。お金はここに置いておくね」

　ドアを半分開けたところで航が駆け寄ってきた。手首をきつく掴まれる。

「待って！　また会ってくれるだろう？」

「……ごめんなさい。あの、お世話になりました」

「透子！」

　彼を振り切り外に出る。エントランスでタクシーを拾って飛び乗った。

　遠ざかるホテルを横目に見つつ、自分の胸に手を当てる。

　――ここに航が触れたんだ……。

　胸どころか全身いたるところに彼の感触が残っている。あの逞しい腕で抱きしめられ、汗ばんだ肌を重ね合って……そう考えた途端に下半身が疼き、身体の奥が潤ってきた。

　改めて今日一日のことを振り返ると、なんて大胆なことをしたのかと思う。

　お見合いの場で高校の同級生と再会したと思ったら、その日のうちに身体を繋げてしまった。

　――航はすごく慣れてる感じだった。相変わらず遊んでるのかな。

　お酒で酔わせてホテルの部屋に連れ込むなんて、あんなの常習に違いない。

　けれどそんな彼にホイホイついて行ったのも、最後まで許したのも自分の判断だ。愚かだと思うし、はじめてであんなに感じてしまったのも怖い。

　――本当はあのとき……高校のときだって、彼のキスにときめいた自分が怖かったんだ。

　キスされた途端にお腹の奥がキュッとして、自分の中の『女』に気づいてしまって。やはり私の中には母親と同じ血が流れている。そう思うとゾッとした。

　だからなおさら女であることを否定して、就職してからもパンツスーツにひっつめ髪、ビン底メガネのまま地味であるよう心がけてきたのだ。

　――なのに航に抱かれて、とても満たされたように感じているなんて……。

「私は……本当に馬鹿だ」

　泣きたい気持ちになりながら、私はもう一度自分の胸に両手を当てた。






　家に着いた頃には午前零時を過ぎており、家の中はひっそりと静まり返っていた。

　父は書斎で仕事中か、もう寝てしまっているのかもしれない。足音を立てないようゆっくりと廊下を進み、着替えを持ってバスルームに入る。丁寧に身体を洗い終え、水を飲もうとキッチンに向かったところでギクリとした。ダイニングキッチンの部屋から明かりが漏れている。

　――お父さん!?

　中に入ると案の定、父がダイニングテーブルで腕組みをして待っていた。私の帰宅に気づいて自分の部屋から出てきたのだろう。

「……お、お父さん、ただいま。今日は遅くまで起きてるんだね」

「透子、座りなさい」

　冷蔵庫を開けたところでそう言われ、私は手にしたペットボトルを元に戻して席に着く。

「こんな遅い時間まで何をしていたんだ！　中村君は二時間ほどで透子を帰したと言っていたぞ！」

　――さっそく中村さんから連絡があったんだ。

　たぶん断りの電話だったのだろうと思いつつ、今はとにかく言い訳を考える。

「それは……ホテルのロビーで知り合いに会ったから、一緒に買い物に行って食事してたの」

　これはまんざら嘘ではない。その相手が男性だということと、食事の後に起こったことを言っていないだけだ。

「お酒臭いな。こんな遅くまで女二人で飲んでいたら周囲から軽く見られてしまうぞ。行動には気をつけなさい」

　父は私が一緒にいた相手が女性であると疑いもしないのだろう。心の中で苦笑していたところ、続いて聞かされた言葉に驚いた。

「まあいい。中村くんから連絡があって、次に会える日を教えてほしいそうだ。週末は特に予定がないんだろう？　俺と中村君で決めておくからな」

　――えっ。

「私はてっきり断られるものだと……」

「何を言ってるんだ。結婚を前提に付き合いたいと言ってくれている」

　――嘘でしょう!?

「でも……私は中村さんのタイプじゃないと思う」

「タイプだどうだと騒ぐのは青臭い恋愛のあいだだけだ。結婚にそんなものは必要ない」

　変な男に騙されてからでは遅い。中村くんは真面目で研究熱心で自分が目にかけている男だ。彼なら間違いがない……と続く。

「とにかく真面目が一番だ。誠実な相手と結婚して平凡でも穏やかな家庭を築くことがおまえの幸せなんだからな」

「でも……」

　――結婚に恋愛は必要ないの？

　頭の中で航の言葉が蘇る。

『俺の前では隠さずに、ぜんぶ曝け出せばいい』

　――私はきっと、中村さんの前では自分を曝け出せないよ？　それって幸せなこと？

　けれど喉元まで出かかった本音は父親の声にかき消された。

「いいか、くれぐれも母親みたいにふしだらな人間にはなるなよ」

　それを言われてしまえば私は自分の言葉を呑み込むしかない。

　私は黙って頷くと二階の部屋へと上がっていった。ベッドにうつ伏せになって考える。

「普通って……幸せってなんだろう」

　親が選んだ相手と一緒になれば、エスカレーターみたいに自動的に幸せの階段を登れるものなのだろうか。

「それじゃあ今日の航との時間は……」

　あれはすべて無駄な時間だったのだろうか。

　彼と過ごした時間、私は戸惑いながらもあんなに楽しかったのに。親にさえ言えない本音を話せていたのに。

「航に抱かれたときだって……」

　あの瞬間は女としての喜びを身体全体で感じられたのに。

「……って、喜びとか、私は何を言ってるんだろう」

　まったくどうかしている。航と再会してからというもの、私は冷静に物事を考えられなくなっているようだ。

　今日の記憶を掻き消すように、首をブンブンと横に振る。

　布団を頭から被ろうとしたところで突然枕元のスマホが鳴った。

　――えっ、こんな時間に電話!?

　普段からあまり人付き合いをしていない私には、電話がかかってくることなんてほとんどない。せいぜい父か伯母、そして仕事関係くらいなものだ。

　それにしても真夜中に……と思いつつ画面を見ると、なんとそこには『一ノ瀬航』と表示されている。

「嘘でしょ!?　どうして？」

　慌てて通話ボタンをタップすれば、聞こえてきたのはまさしく航の声で……。

「ごめん、こんな時間に。メールを送っても返事がないもんだから心配になって」

「メール？」

　そういえば帰宅早々父親とのことがあったから、スマホを見てもいなかった。

　慌てて確認してみると、航から届いたメールが縦にずらりと並んでいる。

『透子、体調は大丈夫か？」

『お金なんて受け取れないよ。返したい』

『また会える？』

『このままにしたくない』

『お願いだ、もう一度会ってほしい』

　必死さが窺える文面に、心の奥が揺さぶられる。

　――というか、それよりも……。

「どうしてあなたが私の番号を知ってるの？」

「ああ、それは……透子が寝ているあいだに登録させてもらったから」

　――ええっ!?

「嘘でしょ、そんなの犯罪じゃない！　それにどうやって？」

　聞けば航は私が寝ているあいだに勝手にスマホのロックを解除して自分の番号に電話をかけたのだという。

「信じられない！」

「ハハッ、透子は無防備すぎだ。暗証番号に自分の誕生日を使うなんて、今どき小学生でもしないぞ」

　こちらは怒っているのに当の本人は悪びれもせず説教してくる。

「たっ、誕生日は覚えやすくて便利なの。それに勝手にスマホをいじる知り合いなんていないし」

「ここにいるじゃないか。まぁ俺にとってはラッキーだったけれど、次からは気をつけろよ。とりあえず俺の誕生日にしておけば？」

「そんなの知らないし」

「八月三日。覚えておいて」

「覚えないから」

　私のツンケンした物言いにも動じることなく、航はハハッと笑ってみせる。

　――なんだか楽しいな。

　高校時代もそうだった。テンポのいい会話のやりとりが楽しくて、彼との時間が心地よくて。

　――ああ、やはり私は彼のことを……。

　どれだけ誤魔化してみたところで気づいてしまう。私は十代のあの頃からずっと、航に心惹かれていたのだと。

　よりにもよって遊び人で有名な男が初恋の相手で初体験の相手。あまりにも不毛すぎて苦笑してしまう。

「それより、もう一度ゆっくり会えないか？　なんなら家まで迎えに行っても……」

　とんでもないセリフに心臓が跳ねた。

　そんなところを父や近所の人に見られたら何を言われるかわからない。

「無理！　絶対に家には来ないで！　父に知られたくないし……それに私、もうすぐ結婚するから」

「えっ!?」

　電話の向こうで航が大声を張り上げた。

「ちょっと待って。結婚って、あの見合い相手？　あいつは最低なクズ野郎だろう！」

「最低でもなんでも、こんな私と結婚してくれるのならありがたいと思わなきゃ」

「何言ってるんだ！　自分を安売りするんじゃない！」

　航の声がますます大きくなる。

　――私が安い女だって、航も知っているくせに。

　高校時代に揶揄ってキスされたあの頃から、私は何も変わっていない。

　昨日だってちょっと誘われたらフラフラついていって、恋人でもない男性に抱かれるような女で。

　――なのにあなたを好きになってしまって……。

「お互い様なの。私は元々恋愛なんてする気がないし、向こうは父に取り入りたい。割り切った結婚で父が安心してくれるなら、それで構わないと思ってる」

「それで透子は幸せなのかよ！」

「……うん、それが私の幸せだから」

「そうやって一生自分を騙して生きるっていうのか？　そんなのは……」

「とにかく航には関係ないから」

　航の言葉を遮って電話を切ると、スマホの電源を落として目を閉じた。

　――駄目だ、これ以上航と関わったら普通でいられなくなる。

　真面目で堅実な人間でありたい。道を逸れることなく、父親が望むような平凡で危なげない人生を歩みたい……。

　そう思っていたはずなのに、どうやらとっくに手遅れになっていたらしい。

　一晩考えてもわだかまりを消せなかった私は、翌朝玄関で靴を履いている父に向かってこう告げた。

「お父さん、中村さんとのこと、やっぱりお断りしてください」

「透子！」

「私は結婚しなくても幸せだから。……ほら、いつもの電車に遅れちゃう。行ってらっしゃい！」

　何か言いたげな父を送り出すと、自分も身支度を済ませて家を出た。勤務先に向かうバスの席に座ったところで手足の震えに気づく。

　――とうとう言ってしまった。

　父に歯向かうなんて、両親が離婚してからはじめてじゃないだろうか。

　母のようにならないよう、父を悲しませないよう、周囲の顔色を窺って生きてきたけれど……。

　――航、私、少しだけ正直になれたよ。

　もう二度と会うことはないだろうけれど、勇気をくれて、ありがとう……そう心の中で呟きながら、窓の外を流れる景色をいつもより新鮮な気持ちで眺めていた。
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　私が司書をしている区立図書館は、地下一階地上二階のモダンな建物だ。カフェやラウンジも併設された開放的な造りになっていて、隣接している公園と共に区民の憩いの場となっている。

　図書館司書の主な仕事はカウンターでの貸出業務や利用者への対応、蔵書の管理など。この春から着任した新しい館長の方針で、地味な私はもっぱら裏方作業にまわされているのだけれど。

　図書館の利用時間は午後八時まで。しかし午後からパートの方が来てくれるので常勤の私は午後五時で帰ることができる。

　今日も返却本を棚に戻したり破損した本の補修作業をしているとあっという間に時間が過ぎ、最後に各階にあるコピー機に用紙を補填してまわった。

　学校帰りに図書館のコピー機を利用する学生が多いため、夕方のこの時間に紙を追加して帰るのが私のルーティンになっているのだ。

　一階のコピー機に用紙をセットしていたら、不意に後ろから声をかけられた。

「透子さん、こんにちは」

　聞いたことのある声に振り向くと、そこには中村さんが立っている。

　――えっ、どうしてここに？　家はこっちのほうじゃなかったはず。

「……こんにちは」

　訝しく思いつつも当たり障りのない挨拶を返すと、彼の表情が険しいことに気がついた。

「鴨田教授から透子さんが結婚する気がないらしいって聞かされたんだけど」

「ちょっ、中村さん！」

　見合いのことは同僚の誰にも話していないから聞かれたくない。それにこんなの職場でする話ではないと思う。

「見てのとおり今は仕事中ですので、そういう話はちょっと……」

「だったらどこかで待ってるよ。何時に終わるの？」

「父から返事を聞いたんですよね？」

「それが納得いかないからこうして来てるんだろっ！」

　大きな声に周囲の視線が集まった。

「あの、あと十分ほどで終わるので、外で待っていてください。お願いします」

「……わかった。待ってるから」

　正面玄関に向かう後ろ姿を見送りながら、憂鬱な気持ちで作業を終えた。






　中村さんは植え込みを囲うレンガに腰掛けていて、私を見るとすぐに立ち上がり駆け寄ってきた。

　近くのベンチに誘導して話を聞くことにする。

「どういうことなのかな、結婚話は一旦保留にしてほしいって言われたよ」

　開口一番そう聞かれ、さっき作業をしつつ考えた言い訳をそのまま告げた。

「私は元々そんなに結婚願望がないんです」

　今回の見合い話は父が適齢期を迎えた私を心配してのものだ。優秀な中村さんを見込んで娘の相手にと考えたのだろう。言われるままに見合いに臨んだものの、やはりまだその気にはなれなかった……と伝える。

「――中村さんがどうこうというわけではなくて、私自身の問題です。巻き込んで申し訳ありませんでした」

　ベンチに座ったまま彼に向かって頭を下げた。これなら中村さんのプライドが守られるし角を立てずに終わらせられるだろう。

「……それじゃあ困るんだよ」

　――えっ？

「とりあえず俺と結婚してくれないかな。鴨田教授だってそれを望んでいるんだ」

「とりあえずって……」

「君に結婚願望がなくても周囲は黙っちゃいないだろう？　だったら形だけでもさ」

　一緒に住んでも生活は別々でお互いに干渉しなければいい……と続く。

「なっ？　透子さんだって親孝行したいだろう？」

　いきなり両手で右手を包み込まれ、「ひっ！」と短い声が出た。

　全身に鳥肌が立って寒気がする。なぜだろう、航に触れられたときとは全然違う。

　――こんな状態で結婚なんて絶対に無理！

「とっ、とにかく今回はご縁がなかったということで……」

「俺の立場も考えてくれよ！」

　突然中村さんが大声をあげた。私の両肩に手を置くと、鬼気迫る表情で激しく揺すって問い詰めてくる。

　――やだっ、怖い！

「俺は早く専任講師になりたいんだ！　あんただって行き遅れになって教授に恥をかかせたくないだろう？　どうせ彼氏もいない……うわっ！」

「彼氏ならここにいるが？」

　目の前で中村さんの片手が捻り上げられた。見上げるとそこにはなぜか航が立っている。

「航！　どうして……」

　彼はちらりと私を見るも、すぐに視線を中村さんに移す。

「女性に大声をあげて威嚇するなんて最低だな。しかも彼女は俺の恋人だ。気軽に触れるんじゃない」

　憎々しげにそう告げると、放るようにして中村さんの手を離した。

「こっ、恋人って……教授はそんなこと一言も言ってなかったぞ！」

「透子のお父上にはまだ言ってなかったからな。だがもう秘密にするのは終わりだ。すぐにでもご挨拶に行くよ」

　だからあんたは用無しだ……と低い声音で睨まれて、中村さんは舌打ちしつつその場を立ち去って行った。

「……大丈夫だったか？」

　隣に座ってきた航が私の顔を覗き込む。

「ありがとう。でも、どうしてここに？」

　偶然居合わせたのかと驚いていると、航が苦笑しながら大きなため息をつく。

「何言ってるんだよ。あんな辛そうな声で結婚とか言われたら放っておけるわけないだろ」

　家には来るなと言われていたから職場で出待ちをしようと思い、やって来た。そこで中村さんといる私を発見したのだという。

「そしたらこんな場所で迫られてるし。やっぱりアイツはやめておいたほうがいい」

「違うの、結婚はしないって父に言ったら中村さんが怒って……」

　いきなり職場にやって来たのだと教えると、航が渋い顔になる。

「マジか……俺はアイツと同じことをしてたのかよ」

　私はフルリと首を横に振る。

「ううん、本当に助かった」

　中村さんに詰め寄られたときは恐怖しか感じなかったけれど、航は違う。

　姿を見たときはホッとしたし、会えて嬉しいとまで思ってしまったのだ。

　――物語の中のヒーローみたいでカッコよかった……だなんて、乙女みたいで言えないけれど。

「だったら俺と結婚しよう」

「えっ、何？」

　ぼんやりしていたら予期せぬ言葉が降ってきた。私は聞き間違いかと耳を澄ませる。

「俺と結婚しようって言ってるんだ」

　――えっ!?

　今度は言い聞かせるようにはっきりと告げられた。

「きっと中村は今の会話を透子のお父さんに告げるよ。透子は家で父親にどう説明するんだ？」

「それは……」

　航との関係や今の話の真偽を問われたら、何と答えればいいんだろう。じつは昨夜一緒にいたのは彼なんです。十年ぶりに再会してホテルに行ったけれど恋人ではありません……などとは口が裂けても言えやしない。

「俺と内緒で付き合っていたことにすればいいじゃないか」

「内緒だなんて……そんなの父が許さない」

「父親じゃなくて透子がどうしたいかだ。中村が諦めてもどうせ次の見合い話が持ち込まれるぞ」

　それは当たっている気がする。父じゃなくても伯母が行動を起こしそうだ。

「だったら俺のほうがマシなんじゃないのか？」

　親の言いなりになって中村みたいなやつと一緒になるのか俺にするのか透子が選べ……そう言われて考えた。

　――そりゃあ知らない相手よりも航のほうがいいに決まっている。でも……。

「航はそれでいいの？　あなたなら結婚相手なんてよりどりみどりなんじゃないの？」

「親が勧めてくる相手は気位が高いか世間知らずばかりでそんな気になれないよ。俺は……透子みたいなしっかりした女性が好みだし」

　独身でいると女に言い寄られて面倒だし、かと言って親に押し付けられた相手とは結婚したくない。私となら利害が一致していて都合がいいのだ……と彼は言う。

「透子は俺と寝てどうだった？　俺は……身体の相性は悪くなかったと思ってるんだけど」

　――そうだ、彼はこういう人だった。

　胸の奥がチクリと痛む。相性が悪くなかっただけになおさらタチが悪い。

　――そういう関係だと割り切ってしまえば楽なのかも。

「ごめん。やっぱり俺は気持ち悪いか……」

　航が腰を浮かせるのを見て、私は咄嗟にその腕を掴んでいた。

「気持ち悪くなんかない！」

「……それじゃ、俺にしておく？」

　振り向いた航に頷くと、満面の笑みで抱きしめられた。とんでもない話をしているはずなのに、彼の腕の逞しさと体温に安心感を覚えている。

「俺と結婚してくれるの？　本当に？」

「はい、よろしくお願いします」

「よっしゃ！」

「えっ？」

「いや、なんでもない……透子、今から挨拶に行ってもいいだろう？」

「はい……えっ!?」

　――そうだ、まずはそれをクリアしないといけないんだ！

　鬼の形相になった父を想像しつつ、私は航と一緒にベンチから立ち上がった。






　航を伴って家に帰ると、父がリビングの二人掛けのソファーで待っていた。

　いつもは私より二時間は遅れて帰ってくるので、今日は急いで大学を出て来たのだろう。きっと中村さんから先ほどの顛末について連絡が入ったに違いない。

　いきなり怒鳴られても仕方がないと思っていたのに、予想に反して父は落ち着いていた。それはたぶん航の身なりと物腰がしっかりしていたからだ。彼は私を連れて一旦自分のマンションに戻り、わざわざ高級スーツに着替えていた。

「はじめまして、わたくし、一ノ瀬航と申します。透子さんとは結婚を前提におつきあいさせていただいております」

　ダイニングテーブルを挟んで丁寧に挨拶しつつ、航が名刺を差し出した。それを見た父が驚きの表情を浮かべる。

「一ノ瀬グループ？　すると君は、透子の同級生の……」

　父が眉間に皺を寄せた。明らかに身構えたのがわかり、航と私がハッとする。

　航は学生時代から有名人だった。一ノ瀬グループといえば日本で知らない人がいないほどの大企業。その寄付金の多さと共に、一人息子がヤンチャでどうしようもないという噂は保護者の間に知れ渡っていた。

　私が補習授業に付き合うと決まったときに父に反対されたのを思い出す。

　教師が父への電話で私を褒めちぎりつつ説得し、私が自分の勉強にもなるからと言ったことでようやく許可されたのだが……。

　――お父さん、あの頃のことを覚えているんだ。

「……透子、おまえは騙されてるんじゃないのか？」

　案の定、いきなり厳しい言葉をぶつけられた。

「一ノ瀬くん、こう言っちゃなんだが君は高校時代から素行が悪かったらしいじゃないか。そんな男に娘をやることはできないよ」

「それは……」

「透子、おまえは遊ばれているんだ。悪いことは言わないから中村くんにしておきなさい」

「お父さん！」

　父が言っていることはあながち間違ってはいない。それでも一方的な断定口調に反発心が芽生える。

「……今の一ノ瀬くんのことを知らないのに決めつけはよくないと思う」

　――そりゃあ航は遊んでいるかもしれないけれど、私の本音に耳を傾けてくれたのも、今日救ってくれたのも彼なのに……。

「高校時代の彼の噂を知っていれば、誰だって反対するに決まっているだろう！」

　大体いつから付き合っていたのだ。見合いの話が出たときにはそんなこと一言も言っていなかったじゃないか。高校のとき近寄らせるのではなかった……と続く。

「現にこうして俺に口答えしていることが、彼から悪影響を受けている証拠だな」

　――悪影響って……！

　失礼な発言の数々に、さすがに私もカチンときた。

「全然違う！　昨日、中村さんが友達との電話で私を笑いものにしていたの！　落ち込んでいた私を慰めてくれたのが航だったの！」

　今日だって中村さんに責められていたところを助けてくれたのだ。航に感謝こそすれ文句を言う筋合いはないと思う。

　しかし父は表情を強ばらせる。

「昨日って……見合いのあとで一ノ瀬くんと会っていたのか。そういえば帰宅がかなり遅かったが、一緒にいた友達というのは……」

　――あっ！

　自分の失言に気づいたときには遅かった。

　目の前で父の顔色が紅潮したり蒼白になったりとみるみる変わり、最後に真っ赤な顔で立ち上がる。ツカツカと私の前に歩いて来たかと思うと、左の頬を勢いよく平手で叩かれた。

　バシッという大きな音と共に、「絶対に許さん！」と怒鳴り声が響く。

「ふっ、ふしだらな！　母親みたいにならないように、大事に育ててきたというのに……」

「私はお母さんじゃない！」

「透子。おまえはっ！」

　父が握った拳を震わせたそのとき、いきなり航がソファーから降りた。父の前で正座したかと思うと、額を床に擦り付けて声を張り上げる。

「鴨田さん、俺は透子さんを愛しています！　ちゃんと責任を取らせてください。彼女と結婚させてください！」

　――航!?

「彼女とのことは遊びではありません！　その証拠に今日は結婚の許可をいただきにまいりました。どうか俺たちの結婚を許してください！」

　父は足元の航を見下ろして、冷たい声で問いかける。

「一ノ瀬くん、君のご両親はどう言ってるんだね？」

　航がハッと顔を上げた。

「親には、まだ何も……」

「そんなことだろうと思ったよ。一ノ瀬グループの御曹司が一般家庭の娘を選ぶはずがない」

　父はほら見たことかという表情で鼻を鳴らす。

「いえ、両親は絶対に説得してみせますから！」

「口先だけならなんとでも言える。ちゃんとしてから出直してくるべきだな。透子、一ノ瀬くんにお帰りいただきなさい。おまえとの話はそのあとだ」

　――ひどい……正座までしている人を目の前に、こんなの失礼すぎる……。

　気づけば元の席に戻ろうとする父の背中に叫んでいた。

「お父さん、航に謝って！」

「透子、おまえは！」

「お父さんが何と言おうが私は彼と結婚します！」

　振り向いた父が唇を震わせる。

「朱に交われば……とはよく言ったものだな。もういい、結婚でもなんでも好きにすればいい。今すぐ家から出ていけ、不愉快だ」

　地を這うような低い声でそう告げた。やけに落ち着いた声色が、逆に父の激しい怒りと失望を表している。

　父が自分の書斎に籠り、リビングには私と航が取り残された。

「私のことに巻き込んじゃってごめんなさい」

「違うだろ？　透子と結婚したいって言ったのは俺なんだし」

　私が航の前にひざまずくと、彼がようやく頭を上げて足を崩す。

「それよりも……俺のせいで叩かれちゃったな。ごめんな、痛かっただろう？」

　するりと頬を撫でられて私の涙腺が緩む。

　――痛いのは航の心のほうだ。

　そりゃあ学生時代は悪い噂もあったし遊んでいたのかもしれない。今の航の私生活も本心も私にはわからない。

　けれど私は彼の違う顔を知っている。補習を真面目に受けてくれた。あっという間に成績上位にランクインするほど勉強を頑張っていた。見合いのときには私のことを慰めてくれた。そして今日は私のために怒り、私のために土下座までして……なのに今はこうして自分よりも私の心配をしてくれている。

　――きっと航は根っこの部分では真面目で優しい人なんだ。

　そんな彼が父の心ない言葉で傷つかないはずがない。

「それでもやっぱりごめんなさい。父には航は悪くないってもう一度説明しておくから」

　すると航が驚いた顔をした。

「何言ってるんだよ、まだこの家にいるつもりなのか？」

「えっ？　あっ……」

　そういえば父には出ていけと言われたのだった。

　二十八年間ずっと実家暮らしだったのに、こんな形で出ていくことになろうとは。けれどこのまま残れば父の発言を許すことになる。それだけは絶対に嫌だ。

「ねえ、ワンフォードホテルって予約なしでも今から泊まれるのかな。航なら知ってるでしょ？」

　都内に住む弟のアパートに行ってもいいが、ワンルームだから余分な部屋も布団もない。今夜はとりあえずビジネスホテルに泊まって身の振り方を考えようと思う。

「はぁ？　その必要ないだろう。俺のところに来ればいい」

「ええっ、嘘っ！」

　航がガックリ肩を落としてため息をつく。

「どうして驚くんだよ。俺と結婚してくれるって言ったじゃないか」

「それは……」

　たしかにそう言ったけれど、まずは中村さんとの結婚を回避できればよかっただけで。

　航が言った『結婚』についてだって、父を誤魔化すのに必死で具体的なことは何も考えていなかった。

「透子を一人でビジネスホテルになんてやれないよ、俺のところに来いよ……なっ？」

　琥珀色の瞳で至近距離から見つめられ、私は思わずうなずいていた。
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　航が一人暮らしをしているのは私の家から車で二十分ほどの場所にある地上二十五階地下一階の高層マンションだ。黒とグレーを基調としたモダンな内装で、入ってすぐ右手のカウンターにはコンシェルジュが立っている。

　私の家に行く前にスーツに着替える航と一緒にここに立ち寄っていたものの、私はラウンジの来客用ソファーで待っていたためそこから先には足を踏み入れていない。彼がセンサーにカードキーをかざしてエレベーターが動き出した途端、私の心拍数も急上昇した。






「さあここだ。このメインベッドルームが一番日当たりがいいから透子が使って」

　航が肩から私のボストンバッグをドサリと下ろす。

「ええっ、滅相もございません！」

　航のマンションは最上階の二ＬＤＫで、入って最初に案内されたのがリビングに隣接したこのメインベッドルーム。

　十畳ほどの広いスペースにクイーンサイズのベッドが鎮座しており、ウォークインクローゼットがあるうえに南東の二方向にベランダがある。

　――洗濯物を干したらすぐに乾きそうだな……でもマンションだから乾燥機を使うのか。

　庶民的なことを考えていたら横から航に顔を覗き込まれた。

「透子、どうした？」

「えっ？　あっ、こんないいお部屋、私には勿体ないよ。私なんて物置の隅にでも置いていただければ」

「ふはっ、大事な奥さんをそんなところに押し込めるはずないだろ。俺には書斎があるし、ソファーでも寝られるし」

　――ええっ！

「おっ、奥さん!?」

「俺の奥さんになるんだろう？」

「そっ、そうだけど、いや、そうじゃなくて！」

　しどろもどろになる私を見て航がニヤリと笑う。

「……私のことを揶揄ってるでしょ」

「いや、本気だけど？　とりあえずここが透子の部屋ということで。なっ、奥さん？」

　――やっぱり揶揄ってる！

　しばらく『いやいやここは』、『いいじゃないか』を繰り返したのち、結局家主である航の希望どおり私がこの部屋を使わせてもらうことになった。

「クローゼットは俺のスーツを押し退けて空いたスペースを自由に使って。疲れただろうからお風呂に入ってきたら？　湯を溜めておくから」

「うん、ありがとう」

　お言葉に甘えて広いバスタブで足を伸ばして湯に浸かっていると、ようやく今の状況をゆっくり考える余裕が出てきた。

　――それにしてもさっきは迫真の演技だったな……。

　父の前で必死に頭を下げていた航を思い出す。

　愛しているとか責任を取るだとか。真剣な表情で訴える姿には、本当に愛されていると錯覚してしまいそうな迫力があった。

「お互い親へのカムフラージュのためなのに」

　いや、違う。──私だけが、もうとっくに航を好きになっていて……。

　私の本当の気持ちに気がつけば、彼はきっと重荷に感じるに違いない。そんなのわかっていることなのに、考えると悲しくなってくる。

　──この気持ちはバレちゃいけないんだ……。

「――透子、洗面台にバスタオルを置いておくからな」

　不意にすりガラスのドアの向こうから声がした。

「あっ、はい。ありがとう！」

　――わぁ、ビックリした！

　私はポチャンとお湯に顔を沈めると、なんとしても自分の気持ちを隠し通そうと心に決めたのだった。

















２、苦い初恋　side航












「透子がうちの風呂に入ってるって、マジか……」

　洗面台に新品のバスタオルを置いて廊下に出ると、俺は小声で呟いた。

　この二日間で起こったことは予期せぬ僥倖ぎょうこう。まさしく急転直下の出来事で……。






　昨日の再会はまったくの偶然だった。

『ワンフォードLux.』は半年前にオープンした我が社初のシティホテルであり、俺が本社の『営業企画部』係長に就任してはじめて手がけた大きな企画でもある。

　その『ワンフォードLux.』のライバルにあたる都内のホテルに敵城視察におとずれたところ、ラウンジレストランで食事をしている透子を発見したのだ。

　――透子か？　透子だよな。

　十年経っても変わらない。真っ直ぐに伸びた背筋とビン底メガネ。週末で華やいだ装いの女性客が多いなかで、きっちりしたグレーのパンツスーツは逆に目立っていた。

「相変わらずだな……」

　変わらず姿勢がよくて凛としていて清潔感のある、俺が好きだったあの頃の彼女のままだ。

　そのことが嬉しくて、十代の少年みたいに胸がときめく。

「ハハッ、なんだよ俺、まだ未練たらたらかよ」

　透子は俺の初恋の相手だ。高校時代、彼女に補習授業をしてもらったのがきっかけで知り合った。

　最初はまったく興味がなかったのに、気づけば夢中になっていて……そして告白する前にフラれた黒歴史の相手でもある。

　――そう、最初は地味で真面目で面白みがない女だと思っていたんだ……。
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　もの心ついたときから会社の後継者として扱われてきた。

　両親は仕事と社交で忙しく、代わりに俺に与えられたのは十分な小遣いと通いの家政婦。

　親や教師に反抗し始めたのは中学生の頃。一ノ瀬グループのトップになるのが当然だと決めつけた周囲の態度とプレッシャーに嫌気がさして、学校をサボったり夜遅くまで出歩くようになったのだ。

　金の力で有名私立の高校にねじ込まれ、似たような生徒が集まる底辺クラスに通うことになった。

　――なんだよ、俺がどうしようがどんなクズだろうが、俺の意志に関係なく将来のレールを敷かれてるんじゃないか！

　仲間とつるんでいたってうわべだけの付き合いだ。俺の外見とステータスにしか興味を持たずベタベタしてくる女たちにも嫌気がさしていた。

　自分自身に価値がないような気がしてすべてに投げやりになっていたのだ。






　そんなとき指導室に呼び出され、担任の先生から補習授業を受けるよう言われた。

『可愛い女の子なら考えてみてもいいけど？』

　無理を承知であんな要求を突きつけたのは、それを理由に俺のことなど放っておいてくれればいいと思ったから。

　留年上等、ついでに親にも俺のことなど見捨ててほしいと思っていた。

　今思えば幼稚な自己主張。親の庇護下でなければ何もできないくせに、自由にさせろともがいていたのだ。






　担任から補習の開始日と担当者が決まったと聞かされたときは驚いた。学校側があんな無茶な要求を呑むはずないと思っていたから。

『鴨田透子、特進クラスの同級生。真面目で優秀な生徒だから安心して教えてもらえ』

　――そうは言っても俺に色目を使ってくるんじゃねぇの？

　傲慢ごうまんにも俺は本気でそう思っていた。十七年間の人生で学んだ経験則だ。

　当然補習などには興味がなく、当日は最初からドタキャンするつもりでいた。

　しかし校庭まで追いかけてきた彼女を見て先生の言葉の意味を理解する。

　――うわっ、よくもこんなのを見つけてきたな。

　今どき天然記念物もののひっつめ髪にビン底メガネ、見るからに優等生の真面目女子。俺に絶対になびかないであろう堅物タイプの生徒をあてがったというわけだ。

「俺、先生には可愛い子って頼んだんだけど」

　べつに透子が可愛くなかったわけじゃない。地味ではあったけれど、よく見れば普通に整った顔立ちだとは思っていた。ただ単に面倒臭くて、彼女が怒って帰ってしまえばいいと思っただけで。

　なのに彼女が予想以上に傷ついた顔をした。

　それでも唇を噛み締めて必死に耐える姿にわずかな良心が痛んだそのとき、彼女が発した言葉に衝撃を受ける。

「私だって好きで勉強に付き合うわけじゃない。先生たちに頼まれて仕方なくだから。けれど引き受けたからには責任を持ってやり遂げるつもりでいるし、そのために準備だってしてきたの」

　あなたもそれに見合うだけの時間を私に返すべきじゃないか。せめて今日の二時間だけでも補習すべきだ……あんなふうに俺に向かって真っ直ぐな言葉をぶつけてくる生徒なんて周囲に一人もいなかった。

　彼女が開いたページには、綺麗な文字でびっしりと半年分の予定が書き込まれている。

　――俺のためにわざわざこんなものまで作ってくれたのか。

　何時間もかけたであろう細かく書かれた計画書。先生から俺の世話を押し付けられた彼女は、それでも本気で俺に教えるつもりでいるのだ。

　分厚いレンズの奥から目力のある瞳で見据えられ、心の何かがカチリと動いた。

「……わかった。あんたが言うとおり、これに費やしたぶんはちゃんと付き合うよ」

　どうしてなのかはわからない。たぶん最初は自分が発した心ない言葉への後悔、俺なんかに嫌々付き合わされることになった彼女への同情、ノートに書かれた美しい文字への感動、それから興味と物珍しさ……のようなものだったのだと思う。

　けれど何事も煩わしいとしか思えなかった俺が素直に従ったあの時点で、すでに俺の心の鍵が開かれていたんだろう。






　初日を終える時点で、俺が半年きっちり彼女の補習に付き合うことが確定したようなものだった。

　――面白ぇ！

　何が面白いかって？　透子のキャラクターや勉強の進め方、超真面目な彼女と不真面目な俺との組み合わせ、あの場の空気感や俺の浮かれた気持ち。またはその全部だったのかもしれない。

　とにかくあの日から週二日の楽しみができ、退屈な俺の毎日がクルリと裏返った。

　まずは透子が俺の外見やステータスにまったく興味を示さないことに驚いた。

　彼女は俺の周りにいる女子とは全然違う。上目遣いで媚びてくることもないし化粧臭くもない。彼女が気にするのは俺の学習習得レベルだけだ。余計なことを言わず淡々と勉強を教えてくる。

　かといって突き放しているわけではなく、毎回しっかり資料を準備してくるうえに俺が生あくびをすれば生活リズムや授業態度を注意してくる。

　最初はただ新鮮に感じていただけだったそれらのことが徐々に心に沁み込んで。そのうち気づけば透子のことばかり考えているし、彼女に褒められたいがために学校の授業も真面目に受けるようになった。

　――それに透子はとても姿勢がいいんだ。背筋をまっすぐに伸ばして凛とした雰囲気が好きなんだよな……。

　そうだ、その頃には俺はもう透子を好きになっていた。

「俺には将来の夢がないんだ。夢がないのに進む道だけは決められているって、つまらない人生だろ？」ある日ポロリとこぼした俺に、彼女はこう告げた。

「つまらないって決めつけるのは早くない？　航に限らず高校生で自分の目標がハッキリしている人のほうが少ないと思う」

　特に夢がないのなら、与えられた環境で頑張ってみるのもアリなんじゃないか。つまらないと思っていても実際やってみたら楽しいかもしれないし、そこでの仕事がやりがいに変わるかもしれないし……と続く。

「私は読書が好きだから本に関わる仕事に就きたいと思っているけど、具体的には何も決まっていないよ。だからまずは大学に入る。そこで知識を得てから道を決めても遅くはないと思うし、必要な資格を取る時間も必要だと思うから」

　透子の意見は目から鱗だった。

　たしかに彼女の言うとおりだ。目標がないのなら決められた道を進んでみるのもアリかもしれない。だって実際、その道の途中でこうして透子と出会えたのだから。

　ウジウジ悩んで勝手に反発していた自分が急に小さく思えて。それでもう俺の恋心は確実なものになった。

　ふらふらと遊びまくっていた俺のはじめての真剣な恋、いわゆる初恋というやつだ。






　十二月、終業式の日がクリスマスイブなのを幸いに、俺は透子をデートに誘ってみた。パーティーを企画していた仲間からは文句を言われたが、それより透子といるほうが楽しいに決まっている。

　しかし俺が『デート』という単語を出した途端に彼女が目を大きく見開き狼狽える。

　――しまった、時期尚早だったか。

　透子は恋愛に興味がない。他の女子と違ってガッついてこないところが魅力的ではあるのだが、意識してほしくて先走ってしまった。

　下手すると先生役を辞められてしまいそうだったので、慌てて『問題集選びに付き合ってほしい』などと言い訳を重ねる。

　あからさまに安心した表情を浮かべる彼女に苦笑した。

　――まあ、仕方ないか。

　透子にその気がなかろうが、俺にとっては彼女との記念すべきクリスマスデートだ。今のところはそれでいい。

　それから金曜日までの四日間は、柄にもなくソワソワして過ごした。






　当日の俺はかなり舞い上がっていた。何度も脳内でシミュレーションしただけあってスムーズに手を繋ぐことに成功する。

　――よっしゃ、やった！

　クリスマスプレゼントは彼女がお返しに気を遣いそうだから、補習のお礼という体ていで食事を奢ろうと決めていた。

　なのに割り勘だと言い張るところが透子らしい。奢ってもらうのが当然という女ばかり見てきたから新鮮だ。

　俺自身の変化も新鮮だった。

　いつもは周囲が勝手にチヤホヤしてくるから自分で動くことなんてない。王様みたいにでんと構えて皆を顎で使っていた。

　それがどうだ、透子のためにはいそいそとドリンクバーに足を運んでいる。そんな自分が嫌じゃないのだから重症だ。

　――俺、めちゃくちゃ彼女に嵌（は）まってるな。

　一人でニヤニヤしつつドリンクをグラスに注ぎ、透子と向かい合って座る。真正面から彼女の顔を見られるのが嬉しい。

　――本当に透子は姿勢がいいな。綺麗だな。

　じっと見つめていたら、それに気づいた透子の頬が色づいた。

　――透子も俺を好きでいてくれるんじゃ？

　そんなふうに都合のいい想像をしていたから罰ばちが当たったのだろう。透子が帰ると言い出した。

　手を繋いだら振りほどかれ、浮かれていた気持ちが急速に沈む。

　――ヤバっ、俺、調子に乗り過ぎた。

　俺が楽しみにしていたデートも彼女にとってはただの補習授業の延長。意味がないことだったのだと思い知らされる。

　初詣に誘ったら夜中に出歩くことはできないと断られ、それでは昼間ではと言ってみれば『無理』の一言でぶった斬られた。

　――やはり透子は俺のことをただの生徒としか思っていないんだろうな。

　彼女は真面目で責任感が強い。だから教師の頼みを断れず、俺なんかにも付き合ってくれているのだろう。

　――これ以上しつこくしたら嫌われるだけだ。

『冬休みが終わったら、また先生をよろしく！』

　ため息をつきつつも、精一杯明るいメールを送って誤魔化した。






　三月第四週の月曜日、とうとう別れのときがやってきた。金曜日は終業式なので、今日が補習最終日だ。

　――あと少し……。

　透子が腕時計を見るのを視界の端にとらえつつ、黙々と問題集を解いていく。

　右手で鉛筆を走らせながら考える。

　――どうする、俺。

　補習が終わればここで会うことはなくなる。三年生になったら特進クラスの透子とは教室のある階も変わってしまうから顔を見る機会も減るだろう。

　けれどどう考えても透子を振り向かせることは無理ゲーで……。

　胸いっぱいに膨らんだ気持ちと切なさを吐き出したくて、透子の額にデコピンする。触れた指先がジンとした。

「ひっど～い、何するの！　暴力反対！」

「透子が上の空だからだろ。……最終日くらい、ちゃんと俺を見てろよ」

　――俺をしっかり見て、俺をちょっとは意識しろよ！

　今にも爆発しそうだった俺の気持ちに透子が火をつけた。

「いつもちゃんと見てるって。今はちょっと考え事をしてただけ」、「うん……寂しくないと言ったら嘘になるけど」、「私、自分で思ってたよりもこの時間が好きだったみたい」

　――そんなことを言われたらさ……。

　なんだか落ち着かなくてソワソワして、目の前の透子のメガネを奪い取る。分厚いレンズの下から現れたのは切長の美しい目元。

　――なんだよ、メガネを外した顔もめちゃくちゃ綺麗じゃないか！

　彼女の凛とした雰囲気が好きだ。知的なのも媚を売らないところもいいと思う。薄い唇も艶やかな黒髪も素敵だと思うけれど……。

　――この顔、誰にも見せたくねぇな……。

　そんな俺の態度を透子は馬鹿にしていると受け取ったらしい。

「そういう冗談はいらないから！」

　見惚みとれていたところで我にかえる。騒がしい心臓を誤魔化したくて、焦った俺は余計な一言を放ってしまう。

「マジでビン底みたいだ。こんなんじゃ彼氏ができないな」

「そんなのいらないし！　いいから眼鏡を返して！」

　透子が必死で奪い返そうとするたびに、俺のあちこちに彼女の肌が触れる。下半身が熱を持ち、脳みそが沸騰した。

　――言っちゃ駄目だ……けれどもう限界なんだ！

「……俺が彼氏になってやろうか」

　彼女の手首を掴むとあくまで冗談めかして聞いてみる。

　――頼む、うなずいてくれ！

　だけど現実は残酷だ。

「そんなの必要ないって言ってるでしょ！　ふざけてないで、早く」

　もしかしたらという期待があっけなく砕けた落胆と、やっぱりという悲しみと。いろんな感情がごちゃ混ぜになって怒りに変わる。

　――誰がふざけるもんか、バカヤロウ！

　気づけば彼女を引き寄せキスしていた。

「やめて！　気持ち悪い！」

　次の瞬間には彼女に押されて椅子ごとひっくり返り。かっこ悪く床に転がった俺を振り返ることなく透子は逃げ出していった。

『気持ち悪い』という呪いの言葉だけを俺の胸に刻みつけて。






　　＊






「――それがまさか、偶然再会したどころか一緒に住むとか」

　ホテルで会ったのは偶然だったが、その後の流れは無理やりだ。透子が見合いしていると気づいたときからどうにか邪魔してやろうと様子をうかがっていた。

　見合い相手がクズだとわかり、絶対に奪い取ると心に決めた。なかば強引に買い物に引っ張り出し、そのまま『ワンフォードLux.』に連れて行く。

　俺が手がけたホテルを見てほしいという気持ちもあったが、あわよくば……という期待もあった。

　ロビーのソファーに透子を待たせてカウンター裏のオフィスに入ると、パソコンの予約画面で高層階の部屋に予約を入れる。

　――いや、まさか今日の今日で部屋に連れ込むとかないだろう。だが念のため……念のためだ。

　きっとそのときには俺の心は決まっていたのだと思う。

　企画のときから景観にこだわった自慢のラウンジで食事をとると、お酒に詳しくないという透子のためにカクテルを注文する。

　カシスソーダのカクテル言葉は『あなたは魅力的』。

　透子、君は自分の魅力をわかっちゃいない。こんなに綺麗なのに、こんなにも俺を惹きつけて離さないのに。

　けれどそんな君を知っているのは俺だけでいい……だなんて、矛盾もいいところだけれど。

　透子が酔って理性を失ってくれればいい。そう思ってどんどんお酒を追加した。

　卑怯なのは百も承知だ。けれど彼女のなかでは俺は今でも遊び人のいい加減な男で、警戒心の強い彼女は連絡先さえ教えない。ここで帰したら次にいつまた会えるかもわからないのだ。

　振り向かせるには圧倒的に時間が足りない。だったら身体からでもいい、なし崩しでモノにしてしまえ……と俺の中の悪魔が囁いていた。

「俺の前では隠さずに、ぜんぶ曝け出せよ……俺は本当の透子を見せてほしい」

　テーブルに置かれた彼女の右手を俺の手のひらで包み込む。よかった、ここまでは拒絶されない。

「……こんなにフラついてたら家に帰るのは無理だ。少し休んでいったほうがいい」

　やけに大きく響く自分の鼓動を聞きながら、勇気を振り絞って誘いをかけた。女性をホテルに誘うのに緊張したのははじめてだ。声が震えていなければいいが……。

　俺を見つめる彼女の瞳が熱っぽく潤んでいる。普通女がこの表情かおを見せるときは確実にオーケーなのだが、透子に関しては油断できない。何せキスして『気持ち悪い』と突き飛ばされた過去がある。

「うん、酔ってるから……仕方がないよね」

　――マジか……。

　半信半疑ながらも彼女の肩を抱き、雲の上を歩くようなふわふわした気持ちで部屋へと向かった。






　透子の身体は最高だった。真っ直ぐに伸びたしなやかな手足と見事にくびれた細い腰。乳房は小ぶりながらも張りがあり、ツンと上を向いて俺を誘っている。胸の先端の尖りも繁みに隠れた秘部も薄いピンク色で、まだ誰にも穢されていないのが一目瞭然だ。

　喜びと興奮で体温が上がる。無我夢中でむしゃぶりつけば、しっとりした肌のなめらかさと蜜の甘さで酔いそうになる。

　繋がったその瞬間、頭のてっぺんまで快感が突き抜けた。はじめてだから手加減しようと思うのに、腰を振るのを止められない。

　気づけば透子の腰も揺れていた。恍惚の表情を浮かべ薄い唇を開いて喘いでいる。それを見た途端俺の漲りがマックスまで膨張した。

　――これではすぐにイってしまう！

　透子の具合がいいのか俺との相性がいいのか、こんなにも気持ちがいいのは生まれてはじめてだ。腰から下がとろけそうな、恐ろしいほどの快感。

　――いや違う、透子だから……愛する女性とのセックスだから気持ちいいんだ。

「透子っ……イクっ！」

「ああっ！」

　恥骨を強く押し付けて、彼女のナカで絶頂を迎える。興奮はすぐにはおさまらず、しばらくビクンビクンと跳ねて精を吐き出し続けた。

　感動冷めやらぬまま透子を強く抱きしめる。キスをしそうになって直前で止めた。

　駄目だ、それで高校時代は気持ち悪いと言われてしまったのに、同じことを繰り返すところだった。

　彼女にとっても口へのキスは特別なことに違いない。酔った勢いで奪っていいものではないのだ。

　――もしも両想いになれたなら、そのときこそは……。

「透子……好きだ」

　堪こらえきれない想いを耳元で囁いたけれど、朦朧としていた彼女の耳にはきっと届いていなかっただろう。






　悪いとは思ったが透子が寝ているあいだにスマホの番号を登録させてもらった。酔いが醒めた彼女がどう出るかわからなくて不安だったからだ。

　案の定彼女は逃げるようにホテルの部屋を出て行ったから、このときの自分の判断を褒めてやりたい。

　透子との電話でクズな中村との結婚話が継続中と知り、翌日職場まで会いに行った。偶然クズ野郎がいるところに出くわしたのは幸いだった。

「だったら俺と結婚しよう」

　突然の申し出にもちろん透子は驚いた。しかしこの提案は、俺が図書館に行くときから決めていたものだ。

　正攻法で攻めても彼女はきっとなびかない。だったら俺と一緒になる理由づけをすればいいだけだ……と。

　もちろん透子の人生の重大な選択を俺の都合のいいように誘導することに迷いはあった。しかし中村が透子に迫っていたのを見た瞬間、そんな迷いも吹っ切れた。始まりがどんな形であろうが、最終的に俺が幸せにすればいいだけだ。






「――さあ、ここからどうするか……」

　予期せず透子を抱いて、彼女の肌のなめらかさを知ってしまった。もう手放すなんてできやしない。

　高校生の俺は青くて未熟で馬鹿だった。

　けれど『気持ち悪い』と拒否されたあの日から十一年。今ならもっと上手くやれるはずだ。

　――今度こそ……。

「透子、俺は君の心がほしいんだ」

　酔ったはずみの過ちで終わらせたりなんかしない。そのためにやれることは全部やる。

　俺はそう心に誓うと、背後から聞こえるシャワーの音に胸をときめかせるのだった。

















３、仮初めの同居












「――痛みはどうだ？　氷を追加しようか？」

　リビングのソファーに座って氷嚢で左頬を冷やしていると、横から航が心配そうに見つめてくる。

「大丈夫。少し赤くなってるだけだから朝までには引くと思う」

　――航ってこんなにマメな人だったんだ。

　私がバスルームから出てからずっと、なんだか至れり尽くせりだ。

　ドライヤーの場所を聞けば『俺にやらせてよ』と髪を乾かしてくれ、パジャマ姿のままでは冷えるからと肩から彼のカーディガンを掛けられた。彼が準備してくれていた氷嚢を頬にあてている私の前のテーブルには、『透子は紅茶だったよな？　今度買っておくから今日はこれで』と出されたマグカップ入りのホットミルクが置かれている。

　そういえば高校時代のファミレスでもこうだったな……と思い出す。

「ありがとう、やっぱり航は優しいね」

「んっ？　こんなの透子にだけだよ」

　さらりとこういうことを言うから困ってしまう。いちいち意識したくないのに胸が騒がしくなる。

「なあ透子、さっきお父さんに言われたことだけど、近いうちに俺の親に会ってくれないか？　まずは入籍だけでも先に……」

「ちょっと待って！」

　慌てて航の話を止めた。

　彼が話しているのは私の父に言われた『君のご両親はどう言ってる』のくだりについてだろう。航は父の言葉を受けてちゃんとケジメをつけようとしてくれているのだ。

　けれど私はその後に父が告げた言葉が気にかかっていた。

『一ノ瀬グループの御曹司が一般家庭の娘を選ぶはずがない』

　本当にそのとおりだと思う。

　航は女よけだとか見合い回避みたいなことを言っていたけれど、私に同情して関わっているうちに引けなくなった面もあるんじゃないだろうか。

　いくらお互いのカムフラージュのためとはいえ、彼の家まで巻き込むのはやりすぎだ。

　――だって航は私を好きなわけじゃないんだし……。

　航の優しさに甘えてばかりいてはいけない。私のせいで航の経歴に傷をつけるわけにはいかないと思う。

「やっぱり結婚まではやりすぎじゃないのかな。急に私なんかを連れて行ったら航のご両親だってショックだよ」

「私なんかってことはないけど……そうだよな、透子のお父さんの気持ちもあるし、透子は家を出て中村との話が消えた時点で、わざわざ俺なんかと結婚する必要がなくなったわけだしな」

「俺なんかってことはないけれど……」

「わかった。結婚のことは追々考えるとして、とにかく透子はここにいろよ」

　話し合いの結果、入籍はせずに同居生活を始めることにした。これなら航は言い寄ってくる相手に『決まった相手がいる』と言えるし、お互いの戸籍にも傷がつかない。

　――航に本当に好きな相手ができたときにはすぐに身をひけるし……。

　そう考えると胸が苦しいけれど、一緒にいられるあいだは頑張って彼の役に立とうと決めた。






　問題が起こったのは、いざ寝る時間になってから。

　航がベッドを私に譲り自分はソファーで寝ると言い出したため、「いや、私が」、「いや、ここは男の俺が」と譲り合いになったのだ。

「だったら一緒にベッドを使おうよ！」

　勢いでそう言ってしまったものの、航と一緒にベッドに入った瞬間後悔した。かなり大きめに見えたクイーンサイズベッドだが、実際大人二人で寝てみると思ったよりも密着度が高かった。これでは緊張で眠れそうにない。

　そっと薄目を開けて隣を盗み見ると、航はすでに目を閉じて穏やかな呼吸をしている。

　――こんなの航は慣れてるんだろうな。

　いつだって意識しているのは私ばかり。一つ息を吐いてから寝返りを打つふりで彼に背中を向けた。

「……透子、寝られないの？」

　不意に後ろから話しかけられる。彼もまだ起きていたのかと驚きつつ、私は黙って頷いた。カサッと衣擦れの音がして、彼の気配をすぐ近くに感じた。その直後、

「なあ、抱きしめてもいいか？」

　耳元に熱い息が吹きかかり、私の心臓がドクンと跳ねた。返事をできずにいるとうしろから腰に手がまわり、ぎゅっと抱きしめられる。彼の長い脚が絡まってきて、つま先で意味ありげに私の足の甲を撫でてきた。

　――あっ！

　お尻のあたりに硬いものが触れている。それが何かなんて見なくてもわかってしまう。緊張で身を固くした私に少し掠かすれた声で囁きが降ってきた。

「透子……よく眠れること、しようか」

　声の響いた鼓膜から、触れられた足先から、じわじわと甘い痺れが広がっていく。

　黙っていたらパジャマの裾から彼の片手が忍んできた。大きな手のひらで胸が包み込まれる。

「どうしても嫌ならやめるから言って」

　下半身を押しつけつつ乳房をやわやわと揉まれれば、「ん……っ」と鼻にかかった声が出る。

　――嫌どころか。

　昨夜の行為を思い出し、下半身が疼いてしまっている。

　――これじゃあ本当に……。

「私ってふしだらだ」

「透子、前にも同じことを言ってたよな。いいじゃないか、ふしだらで。俺は色っぽい透子も好きだよ」

「……うん」

　――お父さん、ごめんなさい。

　それでもやっぱり私は航が好きで、彼に触れられたくて。

「航……眠れるように、してくれる？」

「……透子、今日は二人とも酔ってないよ？」

　わかっている。今日抱かれたら酔ったうえの過ちでは誤魔化せない。これはもう私の意志だ。

「うん……いいよ」

　途端にうなじにキスされて、首すじに沿ってねっとりと舌が這わされた。同時に乳首をつままれると、気持ちよさに背すじがゾクゾクする。

「ん……っ」

「乳首が勃ってる。気持ちいい？」

「気持ち、いい……」

「こっちは？」

　彼の手がパジャマの下へと滑り込み、ショーツの中をまさぐった。繁みを掻き分けて蕾に到達すると、指先でクニクニと捏ね始める。

　指の腹にたっぷり愛液を纏っては高速で弄られて、あっという間に波が来た。

「やっ、あっ、駄目……っ！」

「駄目なのか？　ココは剥き出しになって喜んでるのに」

「だって、刺激が強すぎて……っ」

「指より舌のほうがいい？」

　身体を仰向けにされ、手早くパジャマを脱がされた。

　私の脚の間に陣取った航が膝立ちで服を脱ぎつつ見下ろしてくる。その瞳には情欲の色がありありと浮かんでいた。

　膝裏から脚を持ち上げられて、大きく開かれる。

「透子のクリが熟したみたいに赤くなってる。弄りすぎたかな」

　言いつつペロリと舐められて、私の腰が大きく跳ねる。

「やぁっ！」

　ジュッと湿った音を立てて蕾を強く吸い上げられた。熱くて苦しくて仕方がないのに、「もっと」と脳が叫んでいる。

「透子はコレが好き？」

「うん……好き」

　気づけば私は航の髪を掴んでみずから腰を押し付けていた。

「快くしてあげるからイっていいよ」

「えっ？　ああっ！」

　舌で左右に揺らされて、快感が高みを目がけて駆け上がる。

「あんっ、ああっ、やっ！」

「イケっ！」

　ガジガジと甘噛みされた途端、目の前で刺激が弾けた。

「イク……っ！」

　目蓋の裏でチカチカと光が点滅し、私は口淫のみであっけなく達したのだった。

「挿れるよ」

　避妊具を装着した航が先端まで挿れたところでピタリと止まる。

「……っは、まだ狭いな」

「ごめんなさい」

「どうして謝るんだよ。透子のナカが狭くてキツくて最高だって言ってるのに」

　航が優しく目を細め、私の髪をさらりと撫でた。

「前は興奮しすぎて性急だったから、今度はちゃんと優しくする」

　腰をゆるりと振りながら最初のときと違ってゆっくりと進んで来る。おかげで痛みはないものの、ものすごい圧迫感は相変わらずだ。

「んっ……」

「透子、わかる？　俺がぜんぶ挿入ったよ。透子のナカがうねって俺を包み込んでる」

　実況されるのは恥ずかしい。けれどそんな羞恥心は航が抽送を開始した途端に吹き飛んだ。

　ナカいっぱいを占めた太くて硬い剛直が、内壁をこすりながら上下する。

　合間にカリの部分でいいところを引っ掻かれると、そのたびに大きな声が出てしまう。

「あっ……あんっ！」

「ココが気持ちいいの？」

「気持ちい……また変になっちゃう」

「いいよ、いっぱい感じて一緒にイこう」

　浅いところまで引き抜いたかと思うと勢いよく最奥まで突き上げられる。

　パンッ！　と乾いた音がして互いの恥骨がぶつかった。

「ああっ！」

　それを合図かのように抽送が速められ、航の息遣いが荒くなる。愛液が溢れグチュグチュと泡立つ。

　子宮がキュンとなり、またしても大きな波が来た。

「航、駄目っ！　また……っ」

「俺も……っ、出るっ！」

　嬌声をあげながら、一足先に私が達した。私がブルリと腰を震わせるのを待ってから、航がゴム越しに精を放つ。

「は……っ、透子のナカが痙攣してる。俺のをギュウギュウ締め付けるから、またすぐに勃っちゃいそうだ」

「……いいよ、またすぐに……勃っちゃっても」

「俺に抱かれて……嫌じゃなかった？　俺が触れても気持ち悪くない？」

「うん、むしろ気持ちよくて……あっ」

　航が上体を起こしてズルリとナカから出ていった。

　と思うと、素早く避妊具を付け替えてまたすぐに挿入ってくる。

「透子、そんなに煽ってもいいの？　俺はもう……手加減できないよ？」

　言いつつ勢いよく子宮口を突き上げてくる。

「ああっ！　航、いいっ！」

「俺も……気持ちよすぎて止まらない！」

　汗ばんだ肌を重ねると、翌日に仕事があることも忘れて獣のように抱き合った。






　目を覚ますと周囲がうっすらと明るくて、時刻は午前六時を過ぎていた。

　眠りについたのは明け方近くだったが泥のように眠ったおかげかあまり疲労は感じない。

　なるほど航が言うとおり、セックスをするとよく眠れるらしい。心も身体も満足感で満たされている。

　――寝坊しなくてよかった。今から準備すれば出勤時間にちょうどいい。

　ふと隣を見ると航がいない。あれっ？　と思ったそのとき、香ばしい匂いが鼻腔をくすぐった。

　――誰かが料理してる？

　枕から頭を浮かせたのと同時にベッドルームのドアが開く。

「起きた？　体調はどう？」

「あっ、うん、大丈夫」

　航が部屋に入ってくるとベッドの端に腰掛けた。私を見下ろしふわりと優しく微笑みかける。

「ああ、大丈夫じゃないな。声が掠れている。俺がずいぶん啼なかせたからな」

　言いながら水のペットボトルを差し出してきた。

「ありがとう……痛たたっ！」

　身体を起こして受け取ろうとしたところで腰と太ももの痛みに気づく。

　これはいわゆる筋肉痛というやつじゃないだろうか。

　――昨夜は激しく動いたから……。

　思い出して顔を赤くしていると、航が背中を支えて起こしてくれた。

「大丈夫じゃないのは声だけじゃなさそうだな。責任を取って面倒見させていただきますよ、奥さん」

「まっ、また、そう言って揶揄う！」

「ハハッ」

　航がペットボトルの飲み口を私の唇にあてがった。

　コクコクと二口ほど飲んだところで口角から零れた水が顎を伝っていく。それを航が親指で拭ってくれた。

　目の前で航の喉仏がゴクリと動き、指先が私の顎をクイと持ち上げる。

　ゆっくりと彼の顔が近づいてきた。その瞳には明らかな劣情の色が宿っていて……。

　――あっ、キスされる！

　そう思った瞬間、航の動きがピタリと止まる。一瞬ののち手を離し、彼は何事もなかったように立ち上がった。

「……トーストを焼いたんだ。一緒に食べよう」

「うっ、うん……ありがとう」

　――今の流れ……キスしそうな雰囲気だったよね？

　そういえばホテルで結ばれたときにもキスされなかったんじゃ？　……とはたと気づく。

　それどころか再会してからずっと、身体は繋げてもキスをしていない。

　――ああ、そうか……。

　暗に『俺に本気になるな』と言われているのだろう。

　好きでもない女とはキスなんてしない。勘違いするな……ということか。

　――それじゃあ高校のときのアレは？　あのころ航は私のことを……？

　そこまで考えて首をフルフルと横に振る。

　そんなことはあり得ない。私は全然可愛くなくて、航の好みからはかけ離れていて。

　今だって私は利害が一致しただけのカムフラージュ相手なのだから。

　――大丈夫、ちゃんとわきまえてるし。

「……透子、どうした？　新婚らしくお姫様抱っこして連れてってやろうか？」

「もっ、もうっ！　そんなことしなくても大丈夫だから！」

「ハハッ、さあ、来いよ」

　差し出された右手をつかむとギュッと強く握り返される。私は立ち上がりながら、微笑む彼の口元に目を向けた。

　薄くて形のいい唇が緩やかな弧を描いている。この唇は過去に一度だけキスをくれた。けれど今日までにきっとたくさんの女性に口づけてきたに違いない。

　――いつか航にも本気でキスしたくなる相手が現れるのかな。

　こんなふうに一緒にいられるのはいつまでなのだろう。自分がお払い箱になったそのとき、せめて笑ってお別れしたい。

　――だからそれまでは……。

　もう少しだけ一緒にいさせてほしい。仮初めの新婚ごっこを楽しむことを許してほしい……そう心の中で呟いた。






　　＊






「鴨田さん、彼氏ができて変わりましたね」

「えっ、私が!?」

　若手パート司書の赤坂あかさかさんにそう言われ、私の頬がポッと火照った。

　勤務先の図書館の貸し出しカウンターは、昼休みを過ぎたばかりの時間で比較的空いている。

　私と赤坂さんはカウンターの内側で椅子に座り、お互いパソコン画面を眺めつつ口を動かしていた。

「コンタクトに変えて綺麗になったし雰囲気も柔らかくなって。めちゃくちゃ愛されてるんだろうなってみんなで噂してるんですよ」

　そのうえ色気も出てきたと言われ、ますます顔が赤くなる。

「あんな素敵な彼氏がいたら、ぶっちゃけ毎日が楽しくて仕方がないんじゃないですか？」

　顔をズイッと近づけられて、私は思わずうなずいた。

　――真実はちょっと……いや、かなり違うけれど。






　航との同居生活を開始して十一日目。最初はかなり緊張していた私も徐々に今の生活に慣れ始めていた。

　仕事が忙しくて外食ばかりしていたという航の代わりに料理をして、彼が早く帰れた日は一緒に食べる。

　特に決めたわけではないが、お風呂掃除とゴミ捨ては航の仕事、洗濯はそれぞれ自分でという形で落ち着いた。

　そして今のところ毎晩セックスをしている。彼がどんなに遅く帰ってきても必ず私の身体に触れてくるのだ。

　――こういうのをセフレっていうのかな。

　父には結婚すると宣言したものの、実際の私たちは入籍もしていないただの同居人だ。

　航は自分に言い寄ってくる女性には『同棲している恋人がいる』と告げ、ご両親には『好きな女性がいるから見合いはしない』と言っているらしい。

　――けれど実際にはそのどれでもなくて。

　この関係を何かと問われれば、やはり身体だけの関係ということになるのだろう。

　父が真実を知ったら卒倒しそうだけれど、タチの悪いことに私は今の生活が嫌ではないのだ。

　――というより満足してしまっているというか。

　一緒に住み始めてからの航はひたすら優しい。

　言葉や態度、そしてエッチにいたるまですべての面で甘々で、身も心も蕩けるとはこういうことを言うのだろうと思う。

　出勤時間が合う日は車で図書館まで送ってくれるし、そこに出くわした私の同僚には笑顔で堂々と挨拶までしてみせる。

　そのため職場の皆には恋人ができたと知れ渡っているわけで……。

「――あんなイケメンに愛されてたら、そりゃあお肌もツヤツヤになっちゃいますよね～。館長も露骨に態度が変わってるし」

　そうなのだ。

　メガネをコンタクトに変えて髪もバレッタでアレンジしたりと見かけを気にするようになった途端、裏方からカウンター業務にまわされた。

　来館した男性からもたびたび声をかけられるようになり、嫌でも自分が変わったことを実感させられる。

　――少しでも航に釣り合うようになりたかっただけなのに、そんなに軽い女に見えるのかな。

　不安になって航に相談すると、『いい女になったってことだから自信を持てよ』と褒めてくれた。

『けれどほかの男にちょっかいかけられるのは気に入らないな。これからは時間を作って帰りも迎えに行くよ』

　拗ねた顔でそう言われ、昨夜はいつも以上にねっとりと全身を愛されて。

「――私にはもったいないような人だと思う。今日も迎えに来てくれるって言ってたし」

　私のお迎え時間に間に合わせるために、今朝は一時間以上も早く出勤して行った。

　金曜日でもあり今日は一緒に外食してから帰ろうと言われているが、そのために無理をしていないか心配だ。

「鴨田さん、めちゃくちゃ惚気のろけてるじゃないですか。羨ましい！」

「えっ、私って惚気てる!?」

　事実を言っているだけなのだけれど、これが世間一般で言う惚気になるらしい。はじめての経験だからわからない。

　――そうか、私は航のことを惚気てるんだ……。

　恥ずかしいような照れ臭いような。けれどこんな自分も嫌ではなくて。

「……航に感謝しなくちゃ」

「やっぱり惚気てる～！」

　赤坂さんと顔を見合わせて「ふふっ」と笑い、変わることも悪くないのかな……なんて考えた。






「――透子、お待たせ」

　午後五時過ぎ、自分の作業を終えてそろそろ帰ろうとしていたところ、急に声をかけられた。

　パソコン画面から顔を上げるとカウンターの向こうに航が立っている。

「航、どうしてここに!?」

　迎えに来るとは聞いていたが、外で待っているものと思っていた。

　今朝出かけて行ったときのままのパリッとしたビジネススーツ姿はモデルみたいで、周囲の目を惹いている。

「透子には彼氏がいるってことを図書館の利用客にアピールしておこうと思って」

　航は声を潜めると、「透子にちょっかいをかけてるヤツは来てる？」と周囲をキョロキョロ見渡した。

「うわっ、溺愛！」

　大声を出した赤坂さんに、航が爽やかな笑顔を見せる。

「透子がいつもお世話になっています。彼女にしつこくする男がいたら、彼氏がいるって教えてやってくださいね」

「はい、了解です！」

　協力態勢を敷いた二人が私の目の前で握手を交わす。

「ちょっと二人とも！」

「これで安心だな。それじゃあ透子、デートに行こうか」

「凄い、ラブラブ！　鴨田さん、行ってらっしゃ～い！」

　ノリノリの赤坂さんに見送られつつ、私は航に手を引かれて図書館を後にしたのだった。






　その日は航おすすめの肉バルで夕食を済ませ、帰宅後は当然のように激しく抱かれる。

　――なのにキスはしてくれないんだ……。

　二回連続で果ててぐっすり眠る航の寝顔を見つめながら、私は一つため息をつく。

　本当の恋人みたいに大事にされて、毎日激しく求められて。

　身体はぴたりと重なっているのに、心の中には壁がある。

　――これ以上を求めてはいけないのに。

　航の心も欲しいだなんて、私はなんて傲慢なのだろう。

　指先で彼の唇をそっとなぞると、触れたそこから愛おしさが込み上げる。

　引き寄せられるように顔を近づけ、唇が重なる直前で動きを止めた。

「私は今、何をしようと……」

　行為に慣れている航が唇へのキスを避けているということは、それだけ彼にとっては特別なことなのだ。こんな卑怯な形でそれを破っていいわけがない。

　――けれど私は……。

　日に日に航への気持ちが膨れ上がっていて、今にも口から溢れ出しそうで。

　これ以上一緒にいたら、誤魔化すことができなくなる。

　――いっそ言ってしまおうか。

　どうせ私の気持ちがバレれば終わる関係なのだ。

　笑顔で離れられるうちに、サラリと告白して自分で終わらせてしまったほうがいい。

「航、大好き……」

　抑えきれない想いを耳元でそっと囁いた。

　せめて彼の夢の中だけででも、本当の恋人でいられますように……と願いながら。






　　＊






　翌日の土曜日は昼近くまでベッドでまったりと過ごし、午後からランチと買い物に出かけることにした。

　洗面台の前でメガネにするかコンタクトレンズにするかで迷っていたら、航にメガネを差し出される。

「こっちでいいよ。コンタクトよりもメガネのほうが目が楽だって言ってたじゃないか」

「だけどコンタクトのほうが職場で評判がいいし、航にも恥ずかしい思いをさせなくて済むし」

「透子と一緒にいて恥ずかしいなんてあるものか。自慢して歩きたいくらいだ」

　――まっ、またそういうお世辞を言う！

　あまりにもナチュラルに褒めてくれるものだから、自分が絶世の美女になったかのように錯覚しそうになる。

「透子がどうしてもしたいのなら反対しないけど、俺個人としては今のままでいてほしい。これ以上綺麗になってモテたら困る」

　――これじゃあまるで航が私のことを本当に好きみたいだし……。

　結局彼の希望に合わせてビン底メガネをかけると、以前航に買ってもらったブラウンのシャツワンピースにベージュのトレンチコートを合わせてショッピングモールへと出かけたのだった。






　週末のショッピングモールはカップルや家族連れで賑わっており、航に手を握られた私は普通のカップルみたいに彼と並んで歩いた。

　オープンテラスのカフェで軽くランチを食べ終わり、次は雑貨屋でお揃いの食器を買おうかと話していたそのとき。

「ねぇ航、航だよね？」

　不意に後ろから女性の声で呼び止められて、航の肩がビクッと跳ねた。

　私たちが同時に振り向くと、そこにいたのは私たちと同年代くらいの派手な雰囲気の女性。

　タイトな黒いワンピースにチェスターコート。彫りの深い顔立ちに明るい髪色のロングヘアーが似合っている。

「わぁっ、やっぱり航だ、久しぶり～！」

　眉間に皺を寄せている航とは対照的に、彼女は真っ赤な唇に笑みを浮かべてみせる。

「……何か用か？」

「用って……久しぶりに会えたのにずいぶんな言い方」

　航のそっけない言葉に彼女が首をすくめ、隣の私に目を向けた。

「こっちは新しい遊び相手？　ずいぶんタイプが変わったんだね。こんにちは、私は元カノで～す！」

「おい、いい加減なことを言うなよ！　……透子、違う、彼女は元カノなんかじゃないから！」

　慌てた航が私を振り向き否定する。

　その様子を見ていた彼女がフンと鼻を鳴らし、航の隣に移動した。彼の腕に手をまわしながら私に向かって笑顔を見せる。

「ごめんなさい、元カノじゃなくてセフレで～す。今でも航さえよければオーケーだから現役だよね？」

　――セフレ？

「ちょっ、やめろよ！　もうそういうことはしないから！」

　航に勢いよく腕を振りほどかれ、彼女の表情が険しくなる。

「だって本当のことじゃない。私たち、大学時代に何度かエッチしたよね？」

「それは……」

　彼女は航から離れて元の位置に戻ると、私を見つめて唇の端を上げた。

「あなたもセフレでしょ？　航とヤるとやみつきになるよねぇ～、上手だもん」

「おい、やめろって！　彼女はそんなんじゃない、俺の婚約者だ！」

　――えっ、婚約者!?。

　私が心の中で叫んだのと同時に彼女も「えっ!?」と顔色を変えた。

「婚約者って……この地味な人が？　あっ、政略結婚か」

「地味でも政略結婚でもない。失礼なことを言うな」

「だって女を知り尽くしてる航がこんなので満足できるわけないじゃん。あっ、じゃあ私が愛人になってあげるよ」

「おまえ、いい加減なことを言ってんなよ！」

　途端に航が前に出て、彼女の肩をトンと押す。

「そんなの必要ない！　彼女は俺がただ一人惚れた相手だ！　おまえらその他大勢と一緒にするな！」

　激しい剣幕に彼女のほうがたじろいだ。

「そっ、そんなに怒らなくたっていいじゃない……じゃあ、気が向いたらまたね」

　彼女は顔をこわばらせてそそくさと去って行った。

　取り残された私と航のあいだに微妙な空気が漂う。

「……なんかごめん。それじゃあ食器を見に行くか」

　彼が右手を差し出すも、私はそれを握り返さず首を振る。

「ううん、今日はもう帰りたい」

「透子……」

　──嫌だ私、嫉妬してる……。

　航が遊んでいるなんてわかりきっていたことなのに。私には怒る資格なんてないのに。

　それでも現実を目の当たりにすると、想像以上にショックが大きくて。

「そっか……うん、今日はもう帰るか」

　行き場を無くした右手を引っこめて、航が駐車場へと歩きだす。

　その背中がなんだかとても悲しげで、私の胸が苦しくなった。






　帰りの車内でもほとんど会話のないままマンションに戻ると、交代でシャワーを浴びてリビングに戻る。

　時刻は午後三時過ぎ。本来ならまだモールをぶらついていたはずの時間だ。自室に篭るには早過ぎるし、かといって和気藹々わきあいあいという雰囲気でもないので困ってしまう。

「私、コーヒーを淹れるね」

「いや、俺がやるよ。透子は紅茶のほうがいいだろう？」

　航が返事を待たずにキッチンに向かったため、私は仕方なくソファーに腰掛ける。

　しばらくして航が湯気の立ったマグカップを二つテーブルに置いた。マグの中身は両方ともレモンティー。同居してすぐに一緒に紅茶専門店で購入したダージリンティーにスライスレモンが浮かべてある。コーヒー派の航も最近は私に合わせて紅茶を飲むことが増えていた。

　――本当なら今日からマグカップもお揃いになるはずだったのに。

　不揃いなマグカップを見つめながらそんなことを考えていると、なんだか無性にイライラしてくる。セフレがいた航に、そして今さらそんなことにこだわって、せっかくの買い物の機会をぶち壊した自分に。

　航が私の隣に座ってきたが、なんとなく腰をずらして彼との距離をとってしまう。それに気づいた航が大きくため息をついた。

「ごめん……軽蔑したよな」

「ビックリはしたけど……航には昔からいろいろ噂があったし、今もそういう相手がいるだろうとは思ってたから」

「昔のことなんだ！　今はもうそういうことはしていない。今は透子だけだから！」

　――たくさんいたセフレを私一人に絞ったということか……。

　けれどさっきの彼女が言うとおりだ。私は容姿も家柄も釣り合いが取れていないしグラマラスでもない。

　女を知り尽くしている航が私なんかで満足できるわけがないのだ。

　――そもそも私は最初から航のタイプじゃなかったんだし。

「別にいいよ。私じゃ満足させてあげられないし、航が誰と付き合おうと文句を言える立場じゃないから」

　途端に航が顔色を変えた。

「それ……どういう意味だよ。俺たちは形だけでも婚約者みたいなものだろ？　文句を言えばいいじゃないか、言えよ！」

「そんなこと言えないよ。私は同情でここに置いてもらっているだけだし」

　――たまたまお互いの利害が一致しただけだし。

「はぁ、同情？　何を言って……」

「航は女よけみたいなことを言ってたけれど、本当は惨めな私を可哀想に思って助けてくれたんでしょ？」

「ちょっと待てよ！」

　航が大きく目を見開き、慌てた様子で一気に捲し立てる。

「そんなことで同居なんかするかよ！　俺はそこまでボランティア精神に溢れてない！　それに満足って……俺はめちゃくちゃ満足してるよ！　どうしてそんなことを言うんだよ！」

　――だって……。

「だったらどうして、キスしてくれないの？」

「えっ？」

「再会してからずっとキスされてない。私が航のタイプじゃないから？　ただのセフレだから？　好きな女じゃないから!?」

　――とうとう言ってしまった。

　こんなふうに問い詰めたくなんてなかった。本心を言わせたくなかった。

　答えを聞けばお互い気まずくなるだけだ。じきに同居も解消されてしまうだろう。

　それでも私の気持ちはもう止められなくて。

「私ばかりが意識して……もう、こんなの辛すぎる」

「……そんなもん、したいに決まってるだろ！」

　次の瞬間、頭をグイと引き寄せられて、二人の唇が重なった。

　瞬く間に離れたと思うと、至近距離からじっと見つめられる。

「好きだ……」

　――えっ？

「……好き？」

　空耳だろうかとパチパチ瞬きをしてみたが、目の前にいる航は変わらず真剣な表情をしていて。

「そうだよ、俺は高校生のときからずっと透子が好きだった。そっちにその気がないとわかって諦めて……なのに再会したら、やっぱり諦められていないことに気づいた」

「嘘……」

　――だって好きだったのは私のほうで、気がないのは航のほうで……。

　茫然としている私に航が続ける。

「嘘じゃない。でもだからって無理やりキスしていいわけじゃないよな。気持ち悪い思いをさせてごめん。ずっと後悔していたんだ……」

　――そんな……。

「気持ち悪くなんかない！」

　思わず大声で言い返していた。

「嫌じゃなかったの。だから後悔なんてしないでほしい」

「……だって高校のとき『気持ち悪い』って俺を突き飛ばしたじゃないか」

「違う！　あのとき気持ち悪かったのは、航のキスを気持ちいいと思ってしまった私のことなの！」

「えっ……」

　口をぽかんと開けて意味がわからないという顔をした航に私は語る。両親の離婚のこと、厳格な父のこと、母の血を恐れる自分自身のこと……。

「私は母親みたいになりたくなかった。ふしだらな女になりたくなかった。だから……」

「透子、こっちを向いて」

　航が手のひらで私の頬を優しく拭う。そこでようやく自分が泣いているのだと気がついた。

「……それじゃあ俺が気持ち悪かったわけじゃないの？」

　問いかけられた私は首をブンブンと横に振る。

「気持ち悪いなんて！　むしろ気持ちよすぎて……あっ」

　余計なことまで言いすぎた。耳まで一気に熱くなる。恥ずかしさから両手で口をおさえて黙りこむ。

「俺のキス、気持ちよかったの？」

　目を細めた航が甘ったるく問いかける。

「ねえ、教えてよ、俺は透子にキスしてもいいの？」

　そのままコクコクうなずくと、航に口から手をどけられた。

　顎をツイと持ち上げられて、私の唇に彼の唇が押しつけられる。熱くて柔らかくて、そしてほんのりとレモンの香りがする。

　高校時代のファミレスで知った初恋の味だ。

「どう？　嫌じゃない？」

「嫌じゃ……ない」

「本当に？　俺はもう、我慢しなくていいの？」

　視線が絡まり見つめ合う。言葉はなくてもお互いが求めるものはハッキリと伝わっていて。

　二度目のキスは濃厚だった。

　キツく抱き締められたかと思うとぶつけるように唇が降ってくる。

　顔の角度を変えつつ唇を喰まれ、重なる唇の間で喘ぎが洩れる。開いた隙間から舌が差し入れられて、唾液を絡めた深いものに変わった。

　舌の裏筋を根元から舐め上げられて、子宮がキュンと収縮する。

　キスがこんなにも感じるものだなんて知らなかった。キスがこんなに気持ちいいものだなんて、はじめて知った……。

「んっ……はぁっ」

　上手く息継ぎができない私は限界を迎え、航の胸をそっと押す。

　ようやく唇が離れると、航がおでこを合わせて蠱惑的な瞳で囁いた。

「……抱いてもいい？」

　答えなんて決まっている。

「航、抱いて……」

　言うが早いか航に抱き上げられて、私たちはベッドルームに移動した。

　ベッドに横たえられると航にルームウェアを剥ぎ取られる。彼も全裸になって私に覆い被さってきた。

　キスをしながら胸を揉まれれば、気持ちよさから声が出る。

「あっ、ん……っ」

　舌先で上顎をなぞられ同時に乳首を捏ねられる。指の腹でピンクの先端を小刻みに揺らされると胸を反らして嬌声をあげた。

　――凄い、感じすぎちゃう！

　口内をなぞる舌先も胸をまさぐる手のひらも。彼に触れられるところぜんぶが性感帯になったみたいに敏感だ。

　航の唇が胸へと移り、右手が下の繁みを掻き分けた。花弁を開き、人差し指で中心線を撫で上げる。

「ああっ！」

「凄いな……もうこんなにトロトロだ」

「嫌っ、言わないで……」

「言うよ。もう我慢なんてしない。気持ちをぜんぶ伝えるし遠慮もしない。透子、今日は抱き潰すよ」

「えっ？　ああっ！」

　航が上体を起こして私の片脚を肩に担ぐ。パカリと開いた蜜壺に指が二本挿入ってきた。

　グチョグチョと水っぽい音を立てながら激しくナカを掻き回されると、お腹の奥が疼きだす。

「やっ、あっ！　凄いっ！」

　指の腹でイイところを押し上げられた。ビクンと腰が跳ね内壁がうねる。

「はっ……凄いな、俺の指を締めつけてる」

「航っ、もう駄目っ、イっちゃいそう……っ！」

「いいよ、イかせてあげる」

　脚が肩から下ろされたかと思うと、今度は膝裏から折り畳まれる。そのままグイと左右に押し広げられた。

　お尻が浮き、ぬらりと光る自分の恥部が目の前に晒される。羞恥でいたたまれず目を背けようとしたそのとき。

「透子、目を逸らさないで」

　航の言葉で引き止められた。

「透子のイキ顔を見せてほしい。ちゃんと気持ちよくできてるって実感したいんだ」

　いい？　……と聞かれ、私は迷わずうなずいた。

　二度と航には勘違いしてほしくない。彼に触れられて気持ち悪いだなんて思ってほしくないから。

「お願い航、気持ちよくして」

「ああ、いっぱい啼いて」

　いきなり蜜壺を強く吸い上げられた。ジュルッと愛液を啜りながら、航が熱を帯びた瞳でこちらを見ている。

　垂れた唾液と愛液が繁みを濡らす。恥ずかしいけれど目を離すことができなくて、彼と視線を絡ませ続けた。

「ん……っ、あっ！」

　真っ赤な舌が私の蕾をペロリと舐める。

　航が舌先で器用に包皮を剥くと、私に見せつけるように先端の尖りを突いてみせる。ゾワゾワと全身が粟立ち快感で震えた。

　左右にフルフルと揺らされればあっという間に限界が来て。

「やぁっ！　もうっ……イクっ！」

　宙に浮いたつま先をキュッと丸め、私は航に見守られながら今日最初の絶頂を迎えた。

「気持ちよくイけた？」

　ぼんやりしながら薄目を開けると、航が満足げな笑みを浮かべて見下ろしている。

「……うん、イった」

　はにかみながらもうなずくと、「……そうか、よかった。今度は俺のでイこうか」と聞こえて驚愕した。

「えっ、ちょっと待って！　今イったばかり……！」

　たった今、丹念な愛撫で達したところだ。身体中が敏感になっているし入口がヒクついている。この状態で挿入されたらおかしくなってしまう。

「まだ駄目、もうちょっと……」

「待たないよ」

　いつの間に装着したのか、航がゴムを纏った屹立を私の蜜口にあてがっている。

「嘘っ！　……あっ！」

　ズンッ！　と強い衝撃と共に子宮口が突き上げられる。

「ああっ！」

「ごめん、さっきからもう限界。まずは一回イかせて」

　――えっ、まずは……って！

「やっ、ああっ！」

　いきなり抽送が始まった。

　マックスまで膨張した屹立が内壁を擦り、カチカチの先端で繰り返し子宮口をノックする。

「あっ、凄い……あんっ」

　苦しさが快感に変わり、再び疼きが湧いてくる。

「ああ……航、気持ちい……っ」

「透子のナカ……最高だっ」

　両手で私の腰を掴むとフィニッシュとばかりに抽送を速めた。ピストン運動が繰り返されて、彼の呼吸が荒くなる。

「透子、もうイクよ」

「私もまた……ああっ！」

　同時にキツく抱き締めあって、腰をブルリと震わせた。

　恥骨を押し付けながら私のナカで航自身が何度も跳ねる。

　ゴム越しにジワリと熱を感じて幸福感で満たされた。

「透子、愛してる……」

　繋がったまま、啄むように口づけられた。

「ずっとこうしたかったんだ」

　吐息混じりで囁かれ、私の視界が涙で滲む。

「航、愛してる……」

　震える声で呟けば、航の瞳も潤みだす。

「俺、幸せだ……」

　更にキツく抱き締められて、私も背中にまわした腕に力をこめた。

「ごめん、もっと気の利いたセリフを言いたいのに、感動しすぎてうまく言葉にできない」

「私だって……」

　――今の私たちは両想いなんだ。

　そう思うと嬉しくて幸せすぎて言葉が見つからない。

　なのに余韻に浸る間もなく航がいきなり身体を起こす。

　――もう少し繋がっていたかったな。

　離れた体温を寂しく思っていたら、航が新しい避妊具を手に取るのが目に入ってきた。

「えっ!?」

「透子、うつ伏せになって腰を上げて」

　――ええっ？

　言われるままに体勢を変えてお尻を突き出すと、いきなり後ろから航が挿入ってきた。

　パンッ！　と肉がぶつかる音がして激しい抽送が開始される。

　――嘘っ！

「ああっ！」

　こんな体位は生まれてはじめてだ。今までと違うところが擦られて、新しい刺激が生まれだす。

　恥ずかしい体勢なのに気持ちがよくて仕方ない。

「あんっ、凄い……っ」

「透子、腰を振って」

「でも……っ」

　後ろから航が抱きついて、私の胸を鷲掴んだ。

　乳房をやわやわと揉みしだきながらうなじに舌を這わされて、背筋を微量の電気が走る。

「透子、いいんだ。俺の前ではふしだらになれ」

「……いいの？　嫌わない？」

　恐々こわごわ尋ねてみると、返事の代わりに腰を抱えて最奥まで貫かれた。

「ああーーっ！　やぁっ！」

「俺をいっぱい感じて……もっといやらしくなって」

　パンパンッ！　と連続で突き上げられ、快感の波が迫ってくる。

　気づけば無我夢中で腰を振り、一緒にリズムを刻んでいた。

　ベッドの軋みと水っぽい音と喘ぎで充満した部屋の中、ひときわ大きな私の嬌声に航の呻きが重なって……。

「ああっ！　あっ、あっ……イクっ！」

「うあっ、そんなに締め付けたら……出るっ！」

　同時に動きを止めると、呼吸が落ち着くのを待って仰向けになった。

　手を繋ぎ、顔を見合わせてふふっと笑う。

「透子、俺の本当の恋人になって。今度こそ本当に結婚してほしい」

「はい……よろしくお願いします」

　自然に顔が近づいて、啄むようなキスをする。

「透子、愛してる……」

「うん、私も愛し……」

　続く言葉は航の唇で塞がれた。

















４、俺たち結婚します












　航の実家は世田谷区成城にある地下一階地上二階のメゾネット式マンションで、高級住宅街にふさわしく木々とレンガ塀に囲まれた重厚な造りの建物だった。

　十六畳ある南向きのＬＤＫからは広いルーフバルコニーに出ることができる。土曜日の今日はあいにくの曇り空だが、天気のいい日にはここから富士山を望むことができるという。

　航と想いが通じ合った日から一週間後の今日、私は彼と一緒にご両親に挨拶に来ていた。






「――いやぁ～、よくぞいらしてくださいました。さぁ、どうぞお掛けください」

　航と似た面立ちのお父様に促され、私は航と並んでＬ字型のソファーに座る。

　すかさずキッチンからお母様が顔を出し、

「透子さんは紅茶派だとうかがって色々取り揃えてみたのだけれど。ダージリン？　ニルギリ？　それともウバ？」

　トレイに載せた茶葉の缶を見せながら私に問いかけてくる。

　――あれっ？　予想と違う。

　航に両親に会ってほしいと言われたときから厳しい対応を覚悟していた私は、想像と正反対の対応に戸惑ってしまう。隣を見ると航も同じく驚いている様子だ。

　お母様がニルギリティーの入ったティーカップとソーサーを四つカチャリとセンターテーブルに置いてＬ字の端に座る。お父様と顔を見合わせるといきなり二人揃って頭を下げられた。

「その節は航が大変お世話になりました」

「えっ？」

　意味がわからずキョトンとしたが、お父様の「半年も勉強を見ていただいて」という言葉で理解した。彼は高校時代の補習授業のことを言っているのだ。

　続いてお母様も口を開く。

「あなたが航を変えてくださったんでしょう？」

　お母様によると、思春期に入ってからの航は親に反抗して口もきかなくなっていたらしい。派手な仲間とつるみ、学校をサボっては遊び歩いてばかりいた。

「それがある日を境に毎日学校に通うようになって」

　補習授業を受けるようになってからの航は夜遊びを一切やめて家にいることが多くなり、相変わらず会話は少ないものの自分の部屋で真面目に勉強するようになったのだという。

「お陰で無事に高校を卒業して大学に進学できて。けれど今度は派手な噂が絶えなくてね」

　マンションを買い与えて一人暮らしをさせたのがよくなかったのか、女遊びの噂ばかりが耳に入ってくる。『一ノ瀬グループ』のホテル部門に就職して仕事はちゃんとこなすものの、家にはほとんど寄り付かないし見合い話にもうんと言わない。これからどうなることかと心配していたところ、今週の日曜日に彼のほうから連絡が来た。

「いきなり電話を寄越したと思ったら『結婚したい相手がいる』って言うものだから驚いてしまって。けれどお相手は高校時代に勉強を教えてくれていた同級生だって言うでしょう？　それでやっと理解したの」

　ご両親は航が受けている補習授業の内容を詳しく聞かされていなかったらしい。ただ、それを境に航の生活態度が変わったこと、成績がアップしたことは実感していた。

　そして最近になって以前にも増して仕事に熱が入り、社長である父親にも積極的に教えを乞うなどの変化が見られたことで、どんな心境の変化があったのかと思っていたのだという。

「航の電話でようやくわかった。高校時代も今も、航が変わったのは透子さんのおかげだったのね」

「そんな、私なんて何も……」

「ああ、そのとおりだよ。透子が俺を変えてくれたんだ」

　横から航が私の言葉を遮った。

「彼女は俺の恩人で、俺が唯一好きになった女性だ。母さん、俺は彼女と結婚したいと思っている」

　私の中に緊張が走る。

　航は一ノ瀬グループの後継者。ただの恩人や交際相手としては受け入れられるとしても、結婚相手となれば話は別だろう。

　姿勢を正して身構えたとき、お母様が両手を私に差し出した。

「透子さん、航をよろしくお願いします」

　――えっ？

「……私でいいんでしょうか」

　恐る恐る右手を出すと、両手で優しく包まれた。

「航が生まれた頃はちょうど一ノ瀬グループが海外進出を果たしたばかりでね。グアムやハワイへの往復で家を空けることが多かったの」

　一ノ瀬グループを大きくするために夫婦で必死に働いてきた。気づけばそのあいだに航の心が離れてしまっていたのだと、お母様が寂しげに笑う。

「親との交流を諦めた航の心の隙間を埋めてくれたのが……透子さん、あなただったんでしょうね」

　本当にありがとうとお辞儀され、私も「こちらこそ」と頭を下げる。

　そこからは一気に空気が砕け、「そういえば高二の頃は珍しく航が上機嫌だったわね」とか「あの頃は珍しくちゃんと朝食を食べていたな」と昔話で盛り上がる。

「ちょっと、透子の前でダサい話をしないでくれよ」

　航の息子らしい一面に触れ、思わず「ふふっ」と笑ってしまう。

「あっ、透子に笑われた！　だから嫌だったんだよ」

　そう拗ねる姿が高校時代の彼みたいで、なんだか可愛らしいな……なんて思ってしまった。






　航のご両親に見送られてガレージを出ると、私と航が同時にため息をついた。

「……いよいよだな」

「うん、きっとまた酷いことを言うかもしれないけれど、ごめんね」

「覚悟のうえだ。それに俺たちの気持ちさえしっかりしていれば何を言われても大丈夫」

「うん」

　今日はこれから私の実家に行くことになっている。もちろん私の父に会うためだ。

　航との結婚の意志を固めた私は先週父に連絡をとった。電話口の父は当然ながら不機嫌で、『話すことはない』、『あの男とちゃんと別れてから連絡してきなさい』とけんもほろろな対応で。

　けれど都内に住んでいる弟の翔に仲介に入ってもらい、どうにか今日の面会に漕ぎ着けたというわけだ。

　あの様子ではまだ私たちのことを許す気はなさそうだ。しかしどんな結果になろうとも、私の気持ちだけはちゃんと伝えようと思っている。






　私の実家に着いたのは夕方近くだった。私はバッグから合鍵を取り出したものの少し考えてまた仕舞う。今の私には勝手に入る権利がないと思ったのだ。

　モニターホンを押すと翔の声がしてカチャリとロックが解除される。私は航にうなずいてからゆっくりと玄関のドアを開けた。

　出迎えてくれたのはまたしても翔で、航と簡単な挨拶を交わしてから「父さんはリビングにいるから」と耳打ちしてくる。

　とりあえず父が話し合いの場に顔を出してくれるだけでもよしとしよう。

　リビングでは父がお気に入りの席で新聞に目を走らせていた。

「お父さん、ただいま」

　父は新聞を畳んでテーブルの下の棚に置くと、私を見上げて不機嫌そうに口を開く。

「『ただいま』ということは俺が電話で言った内容を理解したということなんだろうな」

　ようは航とちゃんと別れたんだろうな……という意味だ。けれど私は航と並んで真っ直ぐに立つと、タイミングを合わせて一緒に頭を下げた。

「お父さん、私、航と正式に結婚することを決めました」

「鴨田さん、僕は透子さんに正式にプロポーズをしてＯＫの返事をいただきました。両親にも許可をもらっています。どうか鴨田さんの許可もいただけないでしょうか！」

　頭を下げ続けているあいだ誰も声を発することはなく、室内に静寂が訪れる。このまま返事をもらえないのだろうかと焦れてきたそのとき、

「話にならんな」

　父の無情な言葉が降ってきた。

「お父さん！　航はちゃんと私をご両親に紹介してくれたし結婚の許可ももらってくれた。彼にケジメをつけろと言ったのはお父さんじゃない！」

「それだ。そういう反抗的な物言いをすること自体が既に感化されているんだ。おまえは俺に歯向かうような馬鹿な娘じゃなかったはずだ」

「違う！　お父さんは何もわかっていない！」

　思わず大声で反論していた。

「お父さんが見ていた私は本当の私なんかじゃなかった。自分を押し殺して生きていただけ！」

　母親みたいになってはいけないと思ってきた。ふしだらな行為は絶対に慎むべきだと思ってきた。そうやって地味で目立たないよう自分を型に押し込めるたびに、自分の形がわからなくなっていた。

「お父さんは私のためだって言うけれど、お父さんの決めた枠の中で生きていた私はずっと苦しかったよ」

「透子……」

「確かにお母さんは酷いことをしたし私も許せないと思う。それでもいい思い出だってたくさんあるの」

　綺麗で優しい母が好きだった。繋いだ手の温もりや鈴のような笑い声。ちょっと甘めの卵焼きとかラベンダーみたいな香水の香り。

　それらは自分にとっては幼い頃の宝物みたいな思い出で……。

「そういうのぜんぶを否定するのは辛かった。鏡の中の自分がお母さんに似ていくのを見ると、お父さんに悪いことをしている気がして罪悪感に駆られていた。自分の存在そのものを消してしまいたいと思った」

　そんな私を『そのままでいい』と救ってくれたのが航で。彼が枠に囚われていた私に手を差し伸べてくれたのだ。

「今日のことだってね、私はお父さんに許されなくても仕方がないって諦めてたの。けれど航がそれじゃ駄目だって」

「一ノ瀬君が？」

　ここではじめて父が大きな反応を示した。

「そう、彼が『大事なお父さんに許可をもらえないまま突き進んだら、透子は絶対に後悔をする』って言ってくれて」

　彼は『今度透子が殴られそうになったら俺が代わりに殴られるから』と、私に父と対峙する勇気をくれた。

「航の言うとおりだと思う。前にお父さんは勝手にしろと言ったけれど、私はやっぱりちゃんと認めてほしい。私にとってお父さんは男手一つで育ててくれた大切な親で、頑固でわからずやでも、やっぱり大好きだから……」

　ここでそれまで黙っていた航が口を開いた。

「鴨田さん、鴨田さんが聞いた俺の悪い噂はたぶんほとんど当たっています。俺は親のありがたみもわからない悪ガキのろくでなしでした。そんな自分が変わることができたのは透子さんのおかげなんです！」

　高校時代に私に救われた、私の影響で変わろうと思えた。そのおかげで今の自分がある……と熱弁する。

「そして僕は、彼女をそんな素晴らしい女性に育ててくれた鴨田さんに感謝しています。あなたに認めてもらいたいんです。どうか結婚を許していただけないでしょうか！」

　認めてもらえるまでは何度も足を運ぶつもりだと続けた。

「俺は……」

　苦々しげにテーブルを見つめていた父が顔を上げたそのとき。

「父さん、もういい加減に認めてあげなよ」

　父の隣で見守っていた翔が話しかけた。

「姉さんに自分の理想を押し付けるのはやめようよ。姉さんと母さんは違う人間なんだ。そして父さんの所有物でもない。自分が選んだ道で行き詰まることがあったとしても、それは姉さんの人生なんだよ」

　――翔……。

　翔は今度は私に顔を向ける。

「姉さん、ごめんよ。父さんは男の俺には何も言わないくせに姉さんにばかり厳しくてさ。俺はそれが自分に都合がいいもんだから、見て見ぬ振りをしてたんだ」

　そして父には「ようは姉さんが結婚して家を出ていくのが寂しいんだろう？　婿養子をとって家に残って欲しかったんだろうけどさ、俺が優しいお嫁さんをもらって家に入ってやるからそれで我慢しろよ」と笑いかけた。

　父が私と航を交互に見つめる。

「まあ……好きにするがいい」

「──好きにって、勝手にしろということ？」

　やはりまだ許してもらえないのかと肩を落とし、航と顔を見合わせた。

「また今度ゆっくり二人で話しに来なさい。結婚式をするなら俺も仕事の調整が必要だ」

　――えっ、それって……。

「お父さん！」

「お父さん、ありがとうございます！」

　私と航が同時に叫ぶと、父が「お父さんはまだ早い」と苦虫を噛み潰したような顔になる。

　けれどそのあと「結婚するなら俺のように失敗するなよ」と私に告げて、航には「透子をよろしくお願いします」と頭を下げてくれた。

　その翌日、私は航のマンションを出て実家に戻り、両家の話し合いの結果、春頃の挙式が決まったのだった。






　　＊






「ボンジュール、ヴゼットトレジョリー（こんにちは、とても美しいですね）」

　白い砂浜のパラソルの下、ビーチチェアに寝そべって海を眺めていたら、ブロンドヘアーの若者二人組に話しかけられた。

『ボンジュール』という言葉からフランス人観光客だろうと察するものの、あいにく私は多少の英語が話せる程度でフランス語はわからない。

　曖昧にうなずいていたら片方の青年に手首を掴んで立たされそうになる。

　――えっ、どうしよう！

「エクスキューゼモア（ちょっと失礼）」

　そのとき聞き慣れた声が聞こえ、私の目の前に航の背中が立ちはだかった。

　彼が流暢なフランス語で何かを言うと、二人組が気まずそうに去って行く。

「……ったく」

　航は両手を腰にあててため息をつき、ゆっくり振り返って私を見下ろす。その顔は険しくて、どこからどう見ても不機嫌だ。

「あの……ごめんなさい」

「どうして透子が謝るの？」

「いや、あの……だって、航は怒ってるよね？」

　航がもう一度ため息をつく。私の目の前にしゃがみ込んで両手を握ると、「怒っているけど透子にじゃない」と顔をしかめた。

「部屋に日焼け止めを取りに行く短いあいだとはいえ、透子を一人にした俺が馬鹿だった。ナンパの危険性を考えるべきだったのに」

　――ええっ、ナンパ!?

「ないない！　私なんてナイスバディーじゃないし、人妻だし！」

「日本人女性は若く見えるんだよ。それにさっきの男たちは透子に『君は綺麗だ』、『その黒髪素敵だね』、『飲みに行こうよ』って言ってたんだぞ」

「嘘っ！」

「ハァ～ッ、まったく……」

　今日何度目かのため息をついた航は、私の手を引いて立ち上がる。

「仕事に必要だと思って英語と中国語のほかにフランス語も覚えていてよかったよ。言葉で通じなければ拳こぶしでわからせるところだった」

　物騒なことを呟くと私の手を握ったままスタスタと歩き出すので、どこに行くのかと問いかけた。ぴたりと足を止めた航が振り返る。

「ヴィラに戻る」

「えっ、今来たばかりなのに？　まだ海に入ってもいないよ」

「やっぱり透子の水着姿をほかのやつらに見られたくない。部屋についているプールに入ろう」

「ええっ！　せっかくの新婚旅行なのに！　モルディブなのに!?」

　そう、私たちは今、新婚旅行でモルディブに来ている。

　付き合い始めて半年後の四月。『ワンフォードLux.』で挙式披露宴を執り行った私たちは、この一週間をプール付きの水上ヴィラで過ごすことにしているのだ。

　到着した昨日の夜から今日の昼過ぎまでひたすらベッドでイチャイチャしていたため、午後は砂浜を散歩したり浅瀬で魚を見ようと決めていた。

　宿泊客専用のプライベートビーチなので歩いてすぐだし綺麗で安全。航が選んでくれた白いビキニに腰下のパレオを巻いて出てきたはいいものの、日焼け止めを忘れて彼が部屋まで取りに戻ってくれた。そのあいだに声をかけられこの有り様で……。

　――航と浅瀬で遊ぶの、楽しみにしてたのにな。

　ふくれっ面をする私に航が申し訳なさそうに問いかける。

「透子はどうしてもここにいたい？　俺と二人きりじゃ嫌か？」

　叱られた仔犬みたいな目をされると嫌だなんて言えやしない。結局のところ私は航と一緒なら、どこで何をしていても幸せなのだ。

「嫌じゃ、ない」

　途端に笑顔になった航にぐいと手を引かれ、さっき出てきたばかりのヴィラにとんぼ返りしたのだった。






　私たちが宿泊しているのは国際空港からスピードボートで二十分ほどの島にあるラグジュアリーリゾートだ。

　すべての水上ヴィラが一棟独立型となっており世界中のセレブリティに人気なのだという。

　海に面した開放的なリビングと独立したベッドルーム。プライベートプールがついているのはもちろん、バスタブからもラグーンを眺めることができるスイート仕様。東京の喧騒を離れたいと航が選んだここはまさしく楽園で、夢のような世界にどっぷり浸っているのだが……。






「……あっ、航！」

　部屋に入った途端、あっという間に水着が剥ぎ取られる。そのままバスルームに連れ込まれてキスされた。

「プールに入るって……」

「まずはこっちが先」

　まだお湯を張っていないバスタブに入ると航がシャワーのコックを回す。上から温めのお湯が降ってきて、二人揃ってびしょ濡れになった。

　航がボディーソープを手に取り私の全身に塗りたくる。指が胸の先端を掠めた途端に声が出た。

「あんっ！」

　彼の手が止まり、険のある目で見つめられる。

「こんなに感じやすいくせにあんな男に触れさせたの？」

「触れられてなんていない」

「手を握られてた」

　言うなり片手で胸を鷲掴み、肌に指を食い込ませた。

「痛っ……！」

「ごめん、でも透子は警戒心が足りないから身体でわからせないと」
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　シャワーを止めた彼が胸の尖りに口づけたかと思うと、すぐにガジガジと甘噛みしてくる。

「やぁっ！」

「嫌じゃないだろう？　もう乳首が勃ってるじゃないか」

　航の言うとおりだ。いつもより少し乱暴にされて興奮している自分がいる。

　噛んだと思えばねっとりと舐めての波状攻撃を繰り返されて、お腹の底が疼きだす。

「あんっ、あっ……駄目っ……」

「駄目じゃない。素直にいいって言えよ」

　彼の右手が下半身へと伸びる。割れ目に指を滑り込ませると、ぬるりと蜜壺に入っていった。そのままナカをかき回される。

　バスルームにクチュクチュという粘着質な音と私の喘ぎが響き渡る。

「いいっ……航、気持ちいい」

「こうされるの、好き？」

「うん、好き……っ」

「イきたい？」

　私がコクコクうなずくと片足を上げるよう言われた。黙って従いバスタブの縁ふちに足を置く。航がしゃがみ込んだ途端、これからされることがわかって濡れてきた。

「いやらしいな。期待でこんなに溢れさせて」

　生温かい舌で舐め上げられて、背筋がゾクリと粟立った。音を立てて吸い上げられ、蜜口に舌をねじ込まれる。

　同時に人差し指で蕾を転がされれば一気に快感が駆け上がり、私は太ももを震わせてあっけなく達してしまう。

　へなへなとバスタブの底に座り込む私と入れ違うように航が立ち上がった。

「透子、舐めて」

　目の前には怒張した屹立。先端から透明な液を溢れさせながら臍につくほど反り返っている。

　交際してから半年、そういえば彼のモノを手で扱しごいたことはあっても口に含んだことはなかった。

「ごめん。でも俺、めちゃくちゃ嫉妬深いから」

　そんな罰ゲームみたいな言い方をしないでほしい。彼が私の全身を愛でてくれるように、私だって彼のすべてを愛したいと思っているのだ。今まではただやり方を知らなかっただけで……。

「航、どうしたらいいか教えてくれる？」

　片手で彼の漲りを握り込むと、私の手のひらの中でビクンと跳ねた。

「根本から裏筋をゆっくり舐めて……窪みの……カリのところも舌でなぞってほしい」

　言われたように根本からレロリと舌を這わせると「うあっ」と色っぽい声が聞こえてくる。

　それが嬉しくて必死で舌を動かした。先端に溢れた汁を吸い上げる。美味しくはないけれど、これが航の味だと思うと嬉しかった。

「咥えて、顔を動かして」

　航のモノが立派すぎて全部は口に入らない。それでも途中まで咥えてゆっくり顔を動かしてみる。

　チロリと視線を上げてみれば、目の縁を赤く染めた熱っぽい瞳と目があった。

「ふっ……透子、エロい顔をしてる」

　今の私はきっと彼と同じ表情をしているのだろう。だったら求めるものもきっと同じだ。

　私は顔を動かすスピードを上げ、同時に幹の根元を手で扱く。

「あっ！　……はっ、透子、気持ちい……イきそうだ」

　――うん、私の手と口でイって。

　そのまま必死で動いていると、頭上で「うっ」とうめき声がする。

　口の中で航自身が跳ねて、直後に精が放たれる。出尽くすのを待って飲み込んだ。

　達したのは彼なのに、自分も一緒にイったかのような満足感がある。

　――ああ、今まで航はこういう気持ちを感じてくれていたんだ……。

　セックスは愛し合うもの同士の最高の表現方法だ。気持ちよくして気持ちよくなって。肌を重ねて交わって。

　何度もそういうことを繰り返しながら心も身体も馴染んでいって、最後に溶け合って一つになっていくのだろう。

「透子、気持ちよかったよ。ありがとう」

　航に手をつかんで立たされて、ギュッと強く抱きしめられた。

「航……私、航とセックスするのが大好き」

「……うん」

「航の前では思い切り乱れるし、ふしだらになる。それは航に触れられるのが気持ちよくて嬉しいから……」

「うん、俺も同じだ。だから俺とのセックスで透子が乱れてくれるのが嬉しい。だから……」

　――だから？

　くるりと身体を回転させられて、壁に手をつくよう言われる。

「だから……さ、思い切り乱れてみせて」

「あっ！」

　耳元で囁かれたと思うと後ろから彼が勢いよく挿入ってきた。

　――嘘っ！　イったばかりじゃないの!?

　航の屹立はすでにカチカチで、私の内壁を押し広げながら最奥まで突き進んでいく。

「ああっ、凄い！」

　ゴム一枚の隔たりもない交わりははじめてで、ダイレクトに伝わる刺激に身震いした。

「……っは、透子のナカがいつもより熱い。最高だ」

「私も、気持ちい……」

「もの凄い締め付け……ヤバい、あっという間にイきそうだ」

「私ももう、イっちゃう」

　抽送が激しくなると子宮のあたりから快感の波が襲ってきた。あっという間に呑み込まれ、私は喉を晒して嬌声をあげる。

「ああっ、いいっ！　あっ……ああーーっ！」

　腰をブルリと震わせると、航が漲りを引き抜いた。背中に生温かいものが飛び散って、航が外に出したのだとわかる。

「透子、最高だ……」

　少し掠れた囁きを聞きながら、私は意識を手放したのだった。






　目を覚ますとベッドの上で、あたりはすっかり暗くなっていた。部屋を見渡すと隅のロッキングチェアーでバスローブ姿の航がワインを飲んでいる。

「おっ、起きたか。ぐっすり眠ってたな」

「プールに入れなかった……」

　笑顔でワイングラスを傾けていた航だったが、私が半泣きになるのを見て慌てだす。

「えっ、透子、どうした!?」

「海辺の散歩も海水浴もプールも何一つできていない。エッチして終わっちゃった……」

　六泊七日のうちの二日間がセックスだけで終わってしまった。そりゃあ航と抱き合うのは好きだけど、ことごとく計画が潰れてしまうのは悲しすぎる。

「どうして？　今から泳げばいいじゃないか」

　サラリと言われて耳を疑った。

「えっ、だってもう夜……」

「常識なんて捨てろよ。ここは新婚旅行先のモルディブだぞ。俺たちは日常から離れたくてここまで来たんじゃないか」

　目の前でバスローブを脱ぎ捨てて水着に着替える航を見て、彼が本気なのだと悟る。私も慌てて起き上がると、床に散らばっていた水着を拾って身につけた。

「おいで、今度こそ一緒に泳ごう」

　笑顔の航に手を引かれてスライドドアの外に出ると、予想に反してほの明るい。そこには海水を利用した長方形のプールがあり、水中照明と月明かりに照らされながら青白い水面を波立たせていた。

「綺麗……」

　昼間とは違った幻想的な世界に見惚れていると、ザブンと音がして航が先に飛び込んでいく。

「透子も来いよ、本当に何もせずに終わっちゃうぞ」

「もう！　こうなったのは航のせいじゃない！」

「けれどおかげでナイトプールを堪能できるじゃないか」

　悔しいけれどそのとおりなので、それ以上つべこべ言わずに楽しむことにする。足先をそっと水面につけてみたが生温かくて気持ちいい。ゆっくりと鼻下まで浸かるとつま先立ちでギリギリ底に足がつく深さだった。

　十二メートルあるプールは気軽に泳ぐのにちょうどよく、航と顔を見合わせながら平泳ぎでゆっくりと往復したり水に潜ったりして遊んだ。

「航、とても楽しい！　ありがとう！」

「そろそろ休憩するか？」

「うん、そうだね」

　プールサイドのほうに泳ごうとプールの底を蹴った私を、後ろから航が捕まえた。腰に両手を回して抱き寄せると、ビキニの上から胸を揉みしだく。

「あっ……ちょっ、休憩じゃないの？」

「うん、休憩。一緒にリラックスしようよ」

　くるりと前を向かされると、すかさず唇が降ってくる。舌を絡めた濃厚なキス。少ししょっぱくて潮の香りがする。

　気づけば肩紐がほどかれて、私の胸が露わになった。抱き上げられて彼の肩に手を置くと、乳首をペロリと舐められた。

「んっ……あっ」

　航は片腕で私を支えつつも器用に愛撫を加えていく。右手で片方の胸を揉みしだきつつ、もう片方を激しく吸い上げる。

　そのうち右手がお尻を撫でて、そろりと前にまわってきた。布地の上から割れ目に触れて、蕾の位置を探り当てる。上からグリッと押されると、「あんっ」と鼻にかかった声が出た。蕾を散々いじってから手のひらが中に忍んでくる。蜜壺をかき混ぜられると嬌声を上げて水中で達してしまう。

「ねえ、もう一度ナマで挿れていい？」

　耳元で囁かれた私は速攻でうなずく。

　ここまで刺激を与えておいてそんなことを聞くのは卑怯だと思う。さっきからずっとナカが疼いたままだ。

「じゃあ、透子が自分で脱いで」

　私は躊躇なく下を脱ぎ、続いて足先で彼の水着を引き下ろす。

「透子、積極的だな」

「そんな私でもいいんでしょう？」

「ああ、もちろんだ」

　彼が水着を完全に脱ぎ捨てるとお互い全裸で見つめ合う。プールのコーナーに運ばれて、前からぬるりと挿入ってきた。

　水中での交わりは、ゆっくりなのに気持ちいい。チャプチャプと水面を波立たせながら徐々に快感を高めていく。

「不思議だな……水の中なのに透子のナカはこんなにも熱い」

「ちゃんと私で気持ちよくなってる？」

「当然だろう？　俺がこんなになるのは透子だけだ……っ！」

　ズンと最奥まで突き上げられた。航が腰を打ちつけるたびにプールの水が大きく波打ちバシャバシャと跳ねる。

「ああっ、凄い！」

　いくら独立したヴィラとはいえこんな開放的な空間で繋がるなんて、以前の私には考えられなかったことだ。

　――だけど航と一緒なら、本当の私でいられるんだ……。

「航、気持ちいいっ。もっと激しくして！」

「くそっ、煽るなよ。先にイきそうになる」

　一旦引き抜くとプールサイドに抱き上げられた。

　――えっ、どうして？

　不審げな顔をする私に航が口角を上げる。

「ちゃんとイかせるから心配するな、水の中だと思い切り動けないんだ」

　彼自身もプールサイドに上がってくると私をお姫様抱っこして白いプールサイドベッドに横たえる。チュッと短く口づけをしてからまたすぐに挿入ってきた。

「うわっ、ギュウギュウ締めつけてくる。透子はこうして外でするのが好き？」

　カリで内壁を引っ掻きながら聞いてくる。

「うん、航がしてくれることなら……ぜんぶ、好き」

「うわっ、また締まった……今日は、いつも以上に……エロいなっ」

「ああっ！」

　子宮口をノックされて蜜口が窄んだ。

「あんっ……だって、航は、ふしだらな私でもいいんでしょう？」

「もちろんだっ！」

「あっ、ああっ！」

　一気に抽送を速められて背中が大きくのけぞった。限界はもうすぐそこまで来ている。

　そのとき……。

「透子……ナカで出してもいい？」

　――ナカで!?

　私たちはそれが許される関係になったのだ。そう思った途端嬉しくて感動して、限界まで膨らんだ快感がパンと弾けた。

　私は足先をキュッと丸めて絶頂を迎えると、同時に内壁をヒクつかせて彼のモノを扱いていく。

「うわっ、透子、もう……っ」

「いいよ、ナカにちょうだい」

　直後に彼の動きが止まり、私の最奥がじわりと熱くなる。

　――ああ、本当に溶け合った……。

　固く抱きしめ合いながら、夫婦になった喜びを実感した。






「……日本に帰ったらすぐに広いマンションを探そうな。郊外に一軒家でもいいけど」

　感動冷めやらず航の腕枕でぼんやりしていると、航が突拍子もないことを言ってきた。

「えっ、私、引っ越したばかりだけど」

　航と住んでいたマンションに実家の荷物を運び込んだのは、彼との結婚が正式に決まった十一月だ。まだ半年も経っていない。

　二ＬＤＫでじゅうぶん広いし駅近で利便性もいいのに、すぐに引っ越す理由が見当たらない。

「だって俺はもう遠慮しないし、毎日朝晩透子を抱くつもりだから」

「えっ、私の声ってそんなに大きい？　防音壁だから大丈夫だと思ってたけど、今後はもう少し抑えめに……」

　近所からアノときの声で苦情でもあったのかと慌てると、被せるように「いや、むしろ声は積極的に出してほしい」と返された。

　――それじゃあ何が問題で？

　首を傾げた私を彼がふわりと笑う。

「だって朝晩ナカ出しするんだ。すぐに赤ちゃんができちゃうだろう？」

「えっ、朝晩？　嘘っ！」

「嫌？」

「嫌じゃ……ないです」

「ふはっ、それじゃもう一回、いい？　俺のために思い切りふしだらになって」

「はい、喜んで」

　私は笑顔でうなずくと、みずから彼に抱きついていった。



ＥＮＤ
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